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私
が
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

活
動
す
る
の
は
、
キ
ト
中
心
部
か

ら
2
時
間
ほ
ど
離
れ
た
町
、
プ
エ

ジ
ャ
ロ
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は

自
分
の
町
が
大
好
き
で
、
愛
す
る

町
の
魅
力
を
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

「
プ
エ
ジ
ャ
ロ
に
は
観
光
で
き
る
も

の
が
何
も
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち
と

一
緒
に
始
め
た
の
が
観
光
ツ
ア
ー

で
し
た
。
写
真
は
ツ
ア
ー
の
最
後

に
見
せ
る
伝
統
的
な
ダ
ン
ス
で
す
。

ア
ン
デ
ス
の
音
楽
に
色
と
り
ど
り

の
衣
装
、
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
。
披

露
す
る
若
者
た
ち
は
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
で
す
が
、
観
光
客
は
、

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
ダ
ン
ス

に
カ
メ
ラ
を
構
え
た
り
、
身
体
を

揺
ら
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
さ
す
が
は
南
米
の
国
、

や
は
り
み
ん
な
踊
る
の
が
大
好
き

で
、
最
後
に
は
観
光
客
も
一
緒
に

踊
り
出
し
ま
す
。

　

ペ
ル
ー
チ
ョ
の
町
を
拠
点
に
、

地
元
の
人
た
ち
と
と
も
に
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
も
う
す
ぐ
2
年
。
町

に
根
づ
く
文
化
を
大
切
に
そ
の
魅

力
を
発
信
し
、
地
域
が
活
性
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
今
日
も
活
動

を
続
け
ま
す
。

from
Ecuador

地
域
の
魅
力
、

色
と
り
ど
り

 

写
真
・
文

河
村
美
沙

エクアドル
共和国

青
年
海
外
協
力
隊（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）

と
し
て
２
０
１
６
年
か
ら
エ
ク
ア
ド
ル
へ
。

開
発
資
源
の
調
査
、研
究
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に

奮
闘
中
。

あなたの作品募集中！
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観光の開発は、地域に雇用を生み出し、町や村にうるおいをもたらす。
JICAは付加価値のある持続的な観光の開発をめざし、

途上国とともに活動を続けている。
取材協力⃝JTB総合研究所 上席研究理事　髙松正人

文⃝田中弾（編集部）

もたらす
旅に出る

恵みを
 観光と開発特集

界
を
旅
す
る
観
光
客
の
数
は

年
間
13
億
人
を
超
え
て
い
る
。

今
後
も
増
え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
、
い

ま
や
旅
行
・
観
光
産
業
は
世
界
の

G
D
P
の
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
貢
献

す
る
巨
大
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
観
光

の
経
済
効
果
は
な
ぜ
大
き
い
の
か
?

　
J
T
B
総
合
研
究
所
の
上
席
研
究

理
事
で
J
I
C
A
技
術
専
門
委
員
も

務
め
る
髙
松
正
人
さ
ん
は
、「
観
光
に

は
人
を
巻
き
込
む
力
が
あ
る
」
と
話
す
。

　
た
と
え
ば
、
観
光
客
は
ホ
テ
ル
に
宿

泊
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
、
観
光
施

設
で
お
金
を
使
う
。
そ
こ
に
は
働
く
人

が
大
勢
い
る
。
食
材
は
地
元
か
ら
調
達

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
農
家
や
漁
師

の
手
が
必
要
に
な
る
。
ホ
テ
ル
の

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
る
民
芸
品
は
、

品
質
の
高
さ
を
求
め
ら
れ
、
お
の
ず
と

職
人
の
ス
キ
ル
が
向
上
す
る
。
こ
う
し

て
観
光
産
業
に
は
、
多
く
の
人
が
関
わ

る
こ
と
に
な
る
。

「
旅
行
者
が
旅
先
で
1
0
0
ド
ル
を

使
う
と
、
そ
の
お
金
は
地
域
内
の
人
々

を
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
最
終
的
に
は

2
5
0
ド
ル
消
費
さ
れ
る
よ
う
な
波

及
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。
観
光
と
は

波
及
効
果
の
大
き
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
」

　
そ
し
て
、
雇
用
を
生
む
と
い
う
こ
と

は
、職
を
求
め
て
故
郷
を
離
れ
て
し
ま
っ

た
若
者
た
ち
が
地
元
に
戻
る
契
機
と
な

る
。
町
や
村
は
観
光
振
興
に
よ
っ
て
高

齢
化
や
過
疎
化
か
ら
抜
け
出
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

　「
J
I
C
A
の
専
門
家
と
し
て
訪
れ

た
イ
ン
ド
北
東
部
の
シ
ッ
キ
ム
州
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
に
よ
っ
て
村

落
に
若
者
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
標
高

2
5
0
0
メ
ー
ト
ル
超
の
何
も
な
い

村
落
に
、
で
す
。
観
光
が
地
域
に
与
え

る
イ
ン
パ
ク
ト
は
非
常
に
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
」

す
。
ツ
ア
ー
の
最
後
に
農
家
の
お
か
み

さ
ん
と
現
地
の
食
材
&
ス
パ
イ
ス
を

使
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
こ
こ

で
し
か
体
験
で
き
な
い
特
別
な
時
間
は

強
く
心
に
残
る
も
の
と
な
り
、
旅
の
満

足
度
を
高
め
ま
す
」

　
観
光
は
、
世
界
中
の
地
域
と
競
争
す

る
産
業
で
あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
力

の
少
な
い
途
上
国
は
不
利
に
な
り
や
す

い
。
し
か
し
、
そ
こ
で
し
か
体
験
で
き

な
い
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
探
り
当
て
、

観
光
の
魅
力
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
で
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

　「
た
だ
、
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
で
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
れ
ば

衛
生
的
な
キ
ッ
チ
ン
と
清
潔
な
食
器
を

用
意
す
る
な
ど
、
旅
行
者
が
抵
抗
な
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
付
加
価
値
を
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
」

　
ち
な
み
に
昨
年
、
W
T
T
C
（
世
界

旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
）
と
国
際
平

和
研
究
所
が
、
共
同
調
査
に
よ
る
観
光

と
平
和
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。
そ

こ
に
は
、
観
光
開
発
が
動
き
だ
す
と
雇

用
が
生
ま
れ
、
貧
困
層
に
所
得
が
回
り
、

格
差
が
減
少
し
て
生
活
水
準
の
底
上
げ

が
図
ら
れ
る
た
め
、
国
の
平
和
の
指
標

レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　「『
平
和
だ
と
観
光
が
成
り
立
つ
』
で
は

な
く
『
観
光
が
平
和
を
作
り
出
す
』
と

い
う
こ
と
で
す
。
興
味
深
い
内
容
で
す
」

　
観
光
開
発
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
も

地
元
の
人
に
と
っ
て
も
喜
び
を
生
み
出

す
も
の
な
の
で
あ
る
。

日
常
に
あ
る
も
の
を

磨
き
上
げ
て
い
く

　
J
I
C
A
の
観
光
に
か
か
る
協
力

開
発
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
国
か
ら

ど
の
よ
う
な
人
を
呼
ぶ
か
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
決
め
、
彼
ら
が
旅
先
で
何
を
求
め
て

い
る
か
を
探
り
、
自
然
や
歴
史
的
遺
構
、

そ
の
土
地
の
文
化
や
食
な
ど
の
観
光
資

源
を
も
と
に
、
現
地
の
人
と
協
力
し
て

観
光
客
を
引
き
つ
け
る
観
光
商
品
を
開

発
す
る
。
J
I
C
A
の
協
力
は
道
路
、

上
下
水
道
、
博
物
館
な
ど
の
観
光
施
設

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
か
ら
、
自

然
・
文
化
・
歴
史
の
魅
力
を
味
わ
う
観

光
商
品
の
企
画
・
開
発
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
現
地
の
地
域
社
会
の
生
活

と
観
光
が
調
和
す
る
よ
う
に
、
環
境
を

破
壊
せ
ず
、
土
地
固
有
の
文
化
を
尊
重

し
、
経
済
的
に
も
自
立
で
き
る
と
い
う

三
つ
の
面
で
の
持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
現
も
後
押
し
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
の
観
光
ト
レ
ン
ド
が
体

験
型
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

「
体
験
型
と
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は

の
日
常
の
生
活
を
体
験
で
き
る
観
光
の

こ
と
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島

に
は
、
山
間
の
田
園
地
帯
を
走
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
出
合
え
る
の
が
稲
作
の
三
期
作
、
四

期
作
で
す
。
田
植
え
と
稲
刈
り
が
同
時

に
行
わ
れ
て
い
る
光
景
を
体
験
で
き
ま

世
ミャンマー中部にある仏教遺跡、バガン（記事はp.14）
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世界の雇用に
占める割合
旅行・観光産業は世界でも有数の雇用創出産業の一つ。1億
1,800万人以上の人が直接雇用されていて、これは全雇用の
3.8％にあたる。間接的および誘発的な影響＊3を含めると3億
1,300万人以上になり、世界の雇用の9.9%になる。10人に1人
が旅行・観光に関わる職業に就いている。

世界を観光する時代 観
光
の
今
を
知
る

多
く
の
人
が
移
動
し
、多
く
の
人
が
お
金
を
使
う
観
光
は
、

世
界
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。

一
大
産
業
に
成
長
し
た
観
光
を
デ
ー
タ
で
見
て
み
よ
う
。

観光と開発特集

13億人以上が

旅行・観光産業が世界のGDPに占める直
接貢献の割合は3.2%。間接的および誘
発的な影響＊3を含めると10.4%にもなる。

世界のGDPの
10.4%に相当

出典：「世界旅行ツーリズム協議会：旅行・観光：世界
における経済的影響と課題2018-2018年3月。全著作
権所有」をもとに作成

10.4％出典：「世界旅行ツーリズム協議会：旅行・観光：世界における経済的影響と課題2018-
2018年3月。全著作権所有」をもとに作成

出典：「世界旅行ツーリズム協議会：旅行・観光：世界
における経済的影響と課題2018-2018年3月。全著作
権所有」内のOxford Economicsの資料をもとに作成2.4%

2.5%

2.6%

2.6%

3.4%

3.6%

4.2%

旅行・観光
製造業

情報および通信

小売りおよび卸売り

医療および社会福祉

農業・林業・漁業

金融サービス

建設業

世界の経済成長を
けん引する
2017年の旅行・観光産業の成長率は、世界経済の成長率3％を上回る4.6％を
記録している。他分野の主要産業と比べると、製造業は4.2%と急成長している
が、それ以外は2.0~3.0％にとどまる。旅行・観光産業の成長率は非常に高い。 教えてくれた人

業界歴36年の旅行・観光コンサ
ルタント。WTTC（世界旅行ツーリズ
ム協議会）、UNWTO（国連世界観
光機関）等の国際機関のアドバイ
ザーをはじめ、JICAの技術専門員と
しても活動し、観光分野のJICA青
年海外協力隊の支援にもあたる。
日本における観光危機管理の第
一人者としても知られている

JTB総合研究所 上席研究理事
髙松正人さん

=10人に1人が
旅行・観光に関わる
職業に就いている

9.9％

世界の雇用の

出典：World Tourism Organization（UNWTO）©、法務
省入国管理局「日本人出国者数」、日本政府観光局

（JNTO）「訪日外客数」の資料をもとに作成

＊1 海外旅行者数
UNWTO（国連世界観光機関）発表による、1年間あたりの
国際観光客の到着数（宿泊を伴う）、ビジネス他も含む

＊2 SARS
重症急性呼吸器症候群。中国の広東省で発生し、イン
ド以東のアジアやカナダを中心に感染が拡大。32の国
と地域にわたり8,000人を超える症例が報告された（厚
生労働省検疫所FORTH）

●体験型の観光とは!!

近年、その土地でしか体験できない
体験型の観光が盛り上がっていて、
観光振興を進める国や地域では、さ
まざまな趣向を凝らした体験型プログ
ラムが充実してきている。旅の楽しみ
がますます広がっている。

料理教室

ホームステイ

自転車・バイク
ツアー

自然のなかでの
アドベンチャー

徒歩ツアー
（現地の市場、裏通り、
スラムなどを含む）

手工芸品作り体験

今注目の
体験型観光！

6億8,000万人

9億5,200万人

13億
2,200万人

4.6％
観光産業の成長率は
世界経済の成長率（3％）
を上回る

世界の海外旅行者数＊1はここ20年の間、ほぼ順調に右肩
上がりで伸びている。一時減少した年（2003年のSARS＊2と
イラク戦争、2008年の世界金融危機）があったが、それ以
外は年々4 ～5%ずつ成長を続けて2017年は13億人を超え
た。2030年には18億人に達するという予想もある。

18億人
に達するという
予想も

2017年の日本人の
海外旅行者数は

1,789万人
2,869万人

＝2億人

2030年2017年2010年2000年
訪日外国人旅行者数は

＊3 間接的および誘発的な影響
間接的
以下3つの要因を持つGDPと雇用への貢献を指す
●宿泊施設や旅客輸送機器、特定の観光目的のレストランやレジャー施設など
   特定の観光資源に関する他の業種が費やす投資など
●観光振興、旅行者情報サービス、行政サービス、その他の公共サービスなど
●旅行・観光産業内のさまざまな職種による直接的な国内の財やサービスの購入

誘発的
旅行・観光産業によって直接的または間接的に雇用されている者による支出の
GDPと雇用に関する幅広い貢献

＊ビジネス他も含む

●航空チケット：Golden Sikorka/Shutterstock.com　●パスポート：Golden Sikorka/Shutterstock.com　●コンパス：Bart Sadowski/Shutterstock.com　●バックパック：RimmaOrphey/
Shutterstock.com　●ゴリラ：gracious_tiger/Shutterstock.com　●オベリスク：TVR/Shutterstock.com　●アンコールワット遺跡：Photomaxx/Shutterstock.com  ●東京スカイツリー：
Vitoony35/Shutterstock.com　●カメラ：finwal89/Shutterstock.com　●ピラッミド：Matej Kastelic/Shutterstock.com　●世界地図：dikobraziy/Shutterstock.com
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自然や文化を
特別な観光資源に

「JICAが作ってくれた観光の基盤をもとに、2013年のプロ
ジェクト終了後も国立公園独自でトレッキングコースを増やし
たり、宿泊施設やレストランなどを作ったりと拡大させてきまし
た。毎年、観光客も20％ずつ増え、昨年はビジターセンター
とトレッキングを合計して約2万人が訪れました。観光に携わ
る企業が地元住民を雇用する好循環も生まれています」

ビズップ・ヌイバ国立公園
エコツーリズム環境教育センター・ディレクター
グエン・ロン・ミンさん

ビジターセンター1階は、観
光客が自然や環境につい
てパズル形式で楽しく学
べる展示が並ぶ。展示物
の内容は国立公園の職員
とJICA専門家らの協力で
考案された

ビジターセンター2階では、
楽器や機織り機、農機具
などコホ族の文化にまつ
わるものを展示。ガイドの
ハキムさんが実演を交えて
解説する

コホ族の生計向上のためには農業の多角化も必要と、
農家のボントゥサガさんは今年の3月からキノコ栽培を
試験的に開始した。「いま勉強中で、できたキノコは自
宅や近所の人で消費しています」。テントなどの資材や
菌床、栽培法の指導などはJICAが協力している

山間部を中心に53もの多様な少数民族が暮らし、
貧しい生活を送る人々もいるベトナム。

観光開発で新たな雇用を生み出し、自然や特有の文化を守り活かす、
JICAの二つの取り組みに迫った。

の
住
人
た
ち
が
担
当
す
る
よ
う
に
し
た
。

す
で
に
移
住
に
よ
っ
て
コ
ホ
族
の
伝
統

文
化
の
一
部
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
協
力
に

よ
っ
て
機
織
り
や
ゴ
ン
グ
ダ
ン
ス
（
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
）
が

復
興
さ
れ
、
そ
れ
を
観
光
客
に
披
露
す

る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
ふ
だ
ん
は
農
作

業
に
従
事
し
て
い
る
住
民
た
ち
は
、
必

要
に
応
じ
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕
事

を
し
て
新
た
な
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
。

「
観
光
の
仕
事
は
と
て
も
好
き
で
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
会
え
る
し
、
自
分
の
民

族
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
は
楽
し
い
」

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
コ
メ
な
ど
を
育
て
な

が
ら
、
ガ
イ
ド
や
ゴ
ン
グ
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
も
活
動
す
る
コ
ホ
族
の
農
家
、
ハ
キ

ム
さ
ん
の
顔
に
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

　
ま
た
、
同
公
園
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

環
境
教
育
セ
ン
タ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

グ
エ
ン
・
ロ
ン
・
ミ
ン
さ
ん
も
、
よ
い

流
れ
が
で
き
て
き
て
い
る
と
喜
ぶ
。

「
住
民
の
収
入
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
な
ど

の
農
業
と
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
が
大
半
で

す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
得
ら
れ
る

も
の
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
当
初
は

観
光
の
仕
事
に
戸
惑
っ
て
い
た
彼
ら
も
、

そ
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
熱
心
に
協
力

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
2
0
1
5
年
か
ら
は
、
前
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
を
引
き
継
い
だ
「
持
続
的

自
然
資
源
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

ま
っ
て
い
る
。
民
間
企
業
と
と
も
に
観

光
商
品
作
り
に
当
た
る
ほ
か
、
若
い
世

代
の
環
境
教
育
の
場
と
し
て
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。
今
年
4

月
に
は
ラ
ム
ド
ン
省
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

の
中
学
生
が
2
泊
3
日
の
ツ
ア
ー
で
公

園
を
訪
れ
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

「
コ
ホ
族
の
住
民
だ
け
で
持
続
で
き
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
く
の
が

今
後
の
目
標
で
す
。
価
値
を
見
出
し
て

自
ら
参
加
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
」

と
、
小
田
さ
ん
は
目
指
す
べ
き
道
筋
を

語
っ
て
く
れ
た
。

に
「
ビ
ズ
ッ
プ
・
ヌ
イ
バ
国
立
公
園
管

理
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
の
中
で
、
住
民
主
導

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
住
民
の
生
計
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
考
え
た
。

　
J
I
C
A
は
公
園
内
に
3
種
類
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
も
協
力
。

ガ
イ
ド
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
展
示

物
の
説
明
は
、
研
修
を
受
け
た
コ
ホ
族

トレッキングガイドを務めてくれた少数民族コ
ホ族の若者。エンルイさん（写真左）は国立
公園の職員。サクリーさん（写真右）はふだん
は短大で観光について学ぶ学生で、住民主
導型エコツーリズムの一員としてガイドや森
林パトロールの仕事をしている

ビズップ・ヌイバ国立公園内のトレッキングコースで見られる「ソ
イ・ブライアンの木」。樹高28mと公園内で最も高い

「
こ
れ
は
2
枚
1
組
の
平
ら
な
葉
を
持

つ
原
始
的
な
松
の
木
で
、
世
界
中
で
も

こ
の
地
域
に
し
か
生
え
て
い
な
い
固
有

種
で
す
。
幹
は
1
年
間
に
1
ミ
リ
と
生

長
が
遅
く
、
直
径
2
・
5
メ
ー
ト
ル
ま

で
大
き
く
な
る
の
に
約
1
0
0
0
年

か
か
り
ま
す
」

　
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の

少
数
民
族
コ
ホ
族
の
若
者
サ
ク
リ
ー
さ

ん
だ
。
短
大
生
の
サ
ク
リ
ー
さ
ん
は
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
ム
ド
ン
省
の
ビ
ズ
ッ
プ
・

ヌ
イ
バ
国
立
公
園
で
、
不
定
期
に
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
る
。

　
2
0
0
4
年
に
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
た
同
公
園
は
、
標
高
約
1
5
0
0

メ
ー
ト
ル
の
中
部
高
原
に
位
置
し
、
避

暑
地
と
し
て
人
気
の
高
い
観
光
都
市
ダ

ラ
ッ
ト
か
ら
車
で
1
時
間
ほ
ど
の
距
離

に
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
面
積
と
ほ

ぼ
同
じ
約
7
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
同
公
園

内
に
、
固
有
種
の
植
物
や
絶
滅
危
惧
種

の
動
物
が
数
多
く
生
息
す
る
貴
重
な
生

態
系
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

問
題
も
抱
え
て
い
た
。

「
も
と
か
ら
公
園
内
に
住
ん
で
い
た
少

数
民
族
は
国
立
公
園
の
指
定
に
伴
い
周

辺
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

彼
ら
の
生
活
は
貧
し
く
、
公
園
内
に
侵

入
し
て
農
地
の
開
拓
や
動
植
物
の
捕
獲

や
採
取
と
い
っ
た
違
法
行
為
を
し
な
け

れ
ば
生
活
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
」
と
説
明
す
る
の
は
、
専
門
家
と
し

て
現
地
の
問
題
と
向
き
合
っ
て
き
た
日

本
工
営
の
小
田
謙
成
さ
ん
だ
。

　
そ
こ
で
J
I
C
A
は
2
0
1
0
年

文⃝光石達哉

ベトナム

ハノイ
ヌア村

ダラット

世界で唯一この地方にしか生えない固有種の松の
葉（写真中央）。キノコ（写真右）やヤマモモ（写真
左）なども貴重な資源として守る

森は私たちの宝物

住
民
た
ち
も
森
林
の

重
要
性
を
理
解

わ
れ
わ
れ
の
文
化
を

伝
え
た
い

ヘリテージツーリズムによる
辺境農漁村の生計多様化プロジェクト

持続的自然資源
管理プロジェクト

観光と開発特集

豊かな観光資源を新たに活用するため、
ベトナム中部高原のビズップ・ヌイバ国
立公園では自然を守りながら住民の生活
を向上させる住民主導型エコツーリズム
を実施。中北部のヌア村では、少数民族
固有の暮らしや文化を体験する体験型
観光のプロジェクトが進められている。

ベトナム

So
ci

ali
st Republic of Viet Nam

1
国名  ：ベトナム社会主義共和国
首都 ：ハノイ
通貨 ： ドン（Dong）
人口 ：約9,370万人

公用語 ：ベトナム語
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ダンスを披露するヌア村の女性グループ。ダンスや食事など、観光で働くのは
おもに村の女性たち。フレンドリーなのがタイ族の女性の特徴だ

「ヌア村は自然に囲まれた魅力的な村
で、私たちも環境を守りながらサービス
を提供しています。もともと村人は自給
自足の生活でほとんどお金を使っていな
かったのですが、観光の仕事のおか
げで1人1カ月平均300万ドン（約
1万5000円）の収入が得られる
ようになり、生活が向上して貯金
もできるようになりました」

ヌア村観光グループのリーダー
ロ・ティ・ホアさん

村
の
生
活
を
体
験
で
き
る

お
も
て
な
し
を
提
供

ヌア村の住民が新たに建設しているホームステイ用の高床式住居。1階は
倉庫や家畜小屋で、2階が住居となる。木材を使った伝統的な建築方法を用いる

料理の食べ方を教えてくれたの
は、コンクオン郡の人民委員会
副委員長（文化・社会担当）の
カー・ティ・ティムさん。 自身もタ
イ族で、伝統文化の保護に力
を入れる

草の根プロジェクトの一
環として日本人建築家の
竹森紘臣さんが設計した
トイレ。外壁に石をモザイ
ク状に積んだもので、清
潔で環境にも馴染むデザ
インだ

近隣のファー村のオレンジ
農園は、ヌア村の観光客
向けにオレンジを使ったお
酒やエッセンシャルオイル、
芳香剤、石鹸などの特産
品を開発。実が小さくこれ
までは廃棄されていたオレ
ンジを有効活用するため
環境にも優しい

牛車がのんびりと進む、のどかな村
の風景。観光客のために牛車乗車
体験を始めたところ好評で、これも
新たな収入源になった

地元の人とほうとう作りを体験

JICA草の根技術協力「ヘリテージ
ツーリズムによる辺境農漁村の
生計多様化プロジェクト」で中心
的役割を担う安藤勝洋さん。ベト
ナムの観光開発に10年以上携
わっている

地
元
の

と
れ
た
て
食
材
で

箸
で
ほ
ぐ
し
て

取
り
分
け
ま
す

野菜、肉、魚などその日の朝にとれた素材で調理したタイ族の伝統料理。味だけでなく、 
衛生面からも新鮮な食材にこだわる

ホアさんたちが訪れたのは山梨県の芦川町。人口減に悩む同町
は移住や“農泊”などで観光を通じた町作りを進めていて、ホアさ
んたちはそのプログラムを体験し、おもてなしを学んだ。「芦川町も
ヌア村も地元に活気を取り戻そうと努力しています。交流によっ
て刺激が生まれ、双方が地域の未来を考えるいい機会になりまし
た」と安藤勝洋さん。

観光地作りを学ぶ研修交流ツアー

努
め
た
。
そ
し
て
「
料
理
よ
り
挨
拶
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
ヌ
ア
村

で
は
隣
近
所
の
人
も
観
光
客
に
気
軽
に

挨
拶
し
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
観
光
の
た
め
の
活
動
は
、

タ
イ
族
の
伝
統
文
化
や
周
辺
の
自
然
環

境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

伝
統
的
な
ダ
ン
ス
を
披
露
で
き
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
で
、
住
民
自
身
が
踊
り

や
衣
装
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
高
床
式
住
居
の

一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
て
い
た

が
木
材
で
建
築
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
18
年
5
月
、
ホ
ア
さ
ん
を
含
む
ゲ
ア

ン
省
の
観
光
関
係
者
4
名
は
日
本
に
研

修
に
訪
れ
て
い
る
。
東
京
都
や
神
奈
川

を
巡
り
、
山
梨
県
の
芦
川
町
を
訪
問
し

た
際
は
、
地
元
ガ
イ
ド
の
歴
史
の
解
説

に
聞
き
入
り
、
ほ
う
と
う
作
り
を
体
験

し
、〝
農
泊
〞
も
し
た
。

「
古
民
家
が
残
る
美
し
い
集
落
で
驚
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
何
か
を
体
験
す
る
こ

と
は
と
て
も
楽
し
い
こ
と
。
私
た
ち
も

自
分
た
ち
の
村
の
あ
り
の
ま
ま
を
見
せ

れ
ば
よ
い
と
再
認
識
し
ま
し
た
」

　
昨
年
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
外
国
人

観
光
客
は
1
2
9
0
万
人
を
超
え
、

00
年
と
比
較
し
て
約
6
・
5
倍
に
増
加

し
て
い
る
。
G
D
P
に
お
け
る
観
光

業
の
割
合
は
6
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
、
周

辺
産
業
も
含
め
る
と
14
パ
ー
セ
ン
ト
に

も
上
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

の
少
数
民
族
が
持
つ
文
化
の
多
様
性
が
、

外
国
人
に
と
っ
て
さ
ら
に
魅
力
的
な
観

光
資
源
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

今
後
、
産
業
と
し
て
観
光
の
発
展
と
、

住
民
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　
首
都
ハ
ノ
イ
か
ら
南
西
に
4
0
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
山
間
部
に
あ
る

ゲ
ア
ン
省
コ
ン
ク
オ
ン
郡
ヌ
ア
村
。
こ

こ
は
住
民
の
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
が
少

数
民
族
タ
イ
族
か
ら
な
る
集
落
だ
。
民
族

衣
装
を
ま
と
っ
た
女
性
た
ち
が
伝
統
的

な
高
床
式
住
居
の
前
で
出
迎
え
、
ダ
ン

ス
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
彼
女
た
ち
の

ダ
ン
ス
は
豊
作
を
祈
る
、
雨
乞
い
、
水

汲
み
な
ど
生
活
や
自
然
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
。

　
ヌ
ア
村
で
は
以
前
か
ら
住
民
が
自
発

的
に
観
光
業
を
行
っ
て
い
た
。
も
と
も

と
こ
の
地
域
は
農
業
中
心
の
自
給
自
足

の
生
活
だ
が
、
出
稼
ぎ
の
た
め
に
村
外

に
出
る
人
も
多
く
、
他
の
生
計
手
段
を

模
索
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
観

光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
く
集
客
は
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
お
り
、
ヌ
ア
村
の
持
つ
豊
か

な
観
光
資
源
に
昭
和
女
子
大
学
が
着
目

し
、
2
0
1
6
年
か
ら
J
I
C
A
草

の
根
技
術
協
力
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、

ト
イ
レ
の
整
備
、
観
光
地
図
の
作
成
な

ど
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
高
床
式
住
居

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
、
ヌ
ア
村
の
生
活
を
も
と
に
し

た
体
験
型
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
軌
道
に

乗
せ
て
い
っ
た
。

　
村
の
観
光
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
ロ
・
テ
ィ
・
ホ
ア
さ
ん
は
、「
私
た

ち
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
始
め

た
2
0
1
1
年
当
初
、
ま
だ
お
客
さ
ん

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
っ
た
一
昨
年
は
9
0
0
人
、

昨
年
は
1
4
3
0
人
と
人
数
が
増
え
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
週
末
も

72
人
の
予
約
が
入
っ
て
い
ま
す
。
夏
は

ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
で
ほ
と
ん
ど
埋
ま
り
ま
す
」
と

現
在
の
盛
況
ぶ
り
を
語
る
。

　
ホ
ア
さ
ん
が
日
本
の
専
門
家
か
ら
教

わ
っ
た
の
は
お
も
て
な
し
の
精
神
だ
。

料
理
は
地
元
の
木
々
の
葉
を
盛
り
付
け

に
使
う
な
ど
見
栄
え
を
よ
く
す
る
こ
と

を
心
掛
け
、
食
材
も
衛
生
面
に
気
を
つ

け
て
新
鮮
な
も
の
を
使
用
し
た
。
気
候

の
違
い
で
体
調
を
崩
す
人
の
た
め
に
薬

を
用
意
し
、
外
国
人
や
都
市
部
か
ら
の

観
光
客
が
安
心
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
提
供
す
る
よ
う
に

村
お
こ
し
は
　

女
性
が
主
体

読者
プレゼント
詳細はp.38へ

観光と開発特集



ギザ

カイロ

大エジプト博物館の
完成予想図。ピラミッ
ドの造形を幾何学的
に取り入れた現代的
なデザインが目を引く

ギザのピラミッドから車で約15分と
いう立地の大エジプト博物館。写
真は建設中の正面入口。ラムセス
2世の像がそびえ立つ

世界からも注目の集まるツタンカーメン王のベッド。首都カイ
ロの考古学博物館からセンターに移送されて修復を待つ

イニ・スネフェル・イシェテフの壁画修復を進める現地スタッフの横に
は日本の専門家の姿が。東京藝術大学などが協力している

「壊さないこと」に細心の注意を要する梱包、搬送に
は、専門のノウハウを持つ日本通運が携わる

エジプトにとって一大事業である大エジプ
ト博物館のプロジェクト。JICAは円借款
による博物館建設技術協力において、
展示品の保存と修復、開館後の運営・
展示のノウハウを提供、そして「第二の
太陽の船」復元の支援の四つの分野で
協力を行っている。

エジプト

Arab Republic of Egypt 2
国名 ：エジプト・アラブ共和国
首都 ：カイロ
通貨 ： エジプト・ポンド（LE）と

ピアストル（PT）
人口 ：9,304万人（出所：2017年

エジプト中央動員統計局）
公用語 ：アラビア語、都市部では

英語も通用

文化と歴史がつなぐ
新しい観光の軸
世界でも最大規模の、単一の文明を扱う
博物館の建設と展示品の修復作業が進むエジプト。
大エジプト博物館に関連する一連のプロジェクトが、
現地にもたらすものとは？
文⃝笹浪万里江（編集部）

大エジプト博物館関連プロジェクト

悠
久
の
歴
史
に

ふ
た
た
び
光
を

　
大
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
（
以
下
、
博
物
館
）

は
2
0
1
9
年
に
見
込
ま
れ
る
部
分

開
館
に
向
け
て
、
あ
の
ツ
タ
ン
カ
ー
メ

ン
王
の
遺
品
を
含
む
エ
ジ
プ
ト
の
至
宝

の
修
復
作
業
を
、
エ
ジ
プ
ト
と
日
本
の

合
同
で
進
め
て
い
る
。
現
地
の
人
々
は

当
初
、
外
国
人
に
国
宝
を
触
れ
さ
せ
る

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
と
い
う
態
度
だ
っ

た
が
、
2
0
0
8
年
か
ら
長
年
に
わ

た
っ
て
協
力
を
継
続
し
て
き
た
結
果
、

日
本
な
ら
ば
信
頼
で
き
る
と
、
修
復
作

業
の
協
力
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
観
光
分
野
は
、
エ
ジ
プ
ト
経
済
の
重

要
な
外
貨
獲
得
源
の
一
つ
だ
。
豊
富
な

文
化
遺
産
の
有
効
活
用
は
つ
ね
に
議
論

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
20
万
点
と
も

い
わ
れ
る
文
化
財
を
収
蔵
す
る
歴
史
あ

る
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
は
開
館
か

ら
1
0
0
年
以
上
が
経
ち
、
設
備
は

老
朽
化
し
て
い
る
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
は

十
分
で
な
く
、
さ
ら
に
美
術
品
の
管
理
・

修
復
を
行
う
人
材
が
不
足
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
カ
イ
ロ
の
中
心
地
か
ら
ほ
ど

近
い
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
す
ぐ
そ
ば

に
、
博
物
館
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。

随
所
で
生
き
る

日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ

　
建
物
が
で
き
あ
が
っ
て
も
、
博
物
館

を
運
営
す
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知

識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
に
な
る
。
人
材

育
成
の
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
博
物

動
成
果
を
発
表
す
る
機
会
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
11
月
以
降
、

現
在
は
、
レ
プ
リ
カ
で
は
な
く
「
本
物
」

の
修
復
作
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
世
界

的
な
文
化
遺
産
の
修
復
に
わ
れ
わ
れ
日

本
人
が
関
わ
る
責
任
は
重
大
で
あ
る
が
、

一
方
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
に
は

確
か
な
や
り
が
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

修
復
さ
れ
る
文
化
財
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
も
と
に
①
木
製
品
、
②
染
織
品
、

③
壁
画
お
よ
び
石
材
の
3
分
野
か
ら
72

点
が
選
ば
れ
た
。「
リ
ー
ド
（
先
行
）

遺
物
10
点
」
と
「
フ
ォ
ロ
ー
（
追
従
）

遺
物
62
点
」
に
分
類
さ
れ
、
前
者
は
日

本
人
専
門
家
と
エ
ジ
プ
ト
人
専
門
家
が

共
同
で
修
復
作
業
を
進
め
る
。
後
者
は

エ
ジ
プ
ト
人
専
門
家
が
主
体
と
な
っ
て

リ
ー
ド
遺
物
の
修
復
で
習
得
し
た
知
識

と
技
術
を
用
い
て
作
業
を
行
っ
て
い
く

方
針
だ
。

　
博
物
館
が
建
設
さ
れ
て
い
る
周
辺
で

は
日
本
の
協
力
に
よ
る
カ
イ
ロ
地
下
鉄

4
号
線
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、
エ
ジ

プ
ト
政
府
は
こ
の
地
域
一
帯
を
新
た
な

観
光
の
目
玉
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
近
年
の

観
光
者
数
は
過
去
最
高
だ
っ
た

2
0
1
0
年
の
1
4
7
3
万
人
か
ら
、

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
影
響
な
ど
で

2
0
1
6
年
に
は
5
4
0
万
人
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。
博
物
館
の
開
館
は
回

復
の
起
爆
剤
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集

め
て
い
る
。

館
の
付
属
施
設
と
し
て
保
存
修
復
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、セ
ン
タ
ー
）
を
設
立
し
た
。

J
I
C
A
は
2
0
0
8
年
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
に
対
す
る
協
力
を
実
施
し
、
そ

の
計
画
・
設
計
・
運
営
に
か
か
る
体
制

づ
く
り
や
収
蔵
品
の
デ
ー
タ
構
築
等
に

関
す
る
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

「
計
画
を
立
て
よ
う
に
も
収
蔵
品
に
関

す
る
正
し
い
情
報
が
な
い
の
で
す
。
記

録
さ
れ
て
い
る
場
所
に
ま
っ
た
く
別
の

収
蔵
品
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
」
と
振
り
返
る
の
は
、

保
存
修
復
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を

務
め
る
日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

（
J
I
C
E
）
の
中
村
三
樹
男
さ
ん
。

文
化
財
を
計
測
し
、
写
真
撮
影
を
し
て

損
傷
状
態
を
記
録
す
る
「
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
の
た

め
に
、
厖ぼ

う

大
な
収
蔵
品
が
セ
ン
タ
ー
へ

集
め
ら
れ
た
。
梱
包
と
移
送
の
一
部
は

日
本
通
運
が
現
地
の
人
と
協
力
し
て

行
っ
た
。

　
文
化
財
の
保
存
・
修
復
の
た
め
の
多

数
の
研
修
で
は
、
J
I
C
E
や
東
京
藝

術
大
学
な
ど
の
専
門
家
が
協
力
し
た
。

初
期
段
階
と
し
て
、
ま
ず
は
レ
プ
リ
カ

を
使
っ
て
現
地
の
修
復
士
の
育
成
に
努

め
た
。「
こ
れ
ま
で
に
1
0
5
回
の
研

修
を
行
い
、
の
べ
2
2
5
0
人
が
受

講
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
エ
ジ
プ
ト
人

専
門
家
の
保
存
修
復
の
技
術
レ
ベ
ル
も

底
上
げ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
人
専
門
家
が
国
外

で
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
活

約
10
万
点
を

展
示
予
定

運営する

建てる

修復する

運ぶ

取り上げ作業が進む、クフ王のピラミッドから出土した世界最古の木造船
「第二の太陽の船」。吉村作治さん率いるNPO法人太陽の船復原研究
所と共同でプロジェクトが進んでいる

復元する

「大エジプト博物館の完成に
よって観光客が増えれば、周辺
地域や産業への大きな波及効
果が期待できます。人材育成
による修復や移送技術の向上
は、現地の人が自分たちで博物
館を運営する助けになり、また職
を得ることで生活の安定にもつ
ながります。このプロジェクトによ
るエジプト経済への貢献は大き
なものになると信じています」

JICA社会基盤部・平和構築部
峰 直樹さん

「2019年の部分開館に向け、ま
だまだ調整すべきことは多いのです
が、“最後は何とかする”のがエジプ
ト。大エジプト博物館の運営・展示
のために国際航業や三菱総合研究
所も現地と協力して準備を進めてい
ます。これら一連のプロジェクトの貢
献の証として、主要な展示品の説明
パネルには英語、アラビア語に加え
て日本語も併記される予定です。ぜ
ひ現地で確かめてください」

JICA中東・欧州部
降旗 翔さん

13  July 2018 12July 2018



村が
変わった

  意識が変わった

ビジターセンターはすでにある建物
をリノベーションして活用。自治体
の熱心な運営によって、観光情報
だけでなく、バガンやコミュニティの
歴史、写真コンテストの作品展示な
ど活動が充実し、訪れる人も増えた

観光客や住民たちのごみのポイ捨ては大きな課題
で、集落の人たちが道路や遺跡近くの清掃を定期的
に行っている。子どもたちに向けて遺跡保全や環境
の美化の意識を高めるワークショップも開催した

以前は遺跡近くに観光客の車やバイクが乱
雑に停められていたが、今は駐車場の整備に
よって整然とした場所に生まれ変わった。遺跡
の上からの眺望も気持ちいいものになった

村の女性たちが自主的に始めたクッキング
教室。現地の料理を村の人たちと一緒に調
理して食べるのは観光客にとってまたとない
経験だ。同様の取り組みが広がっている

2011年に民政移管して以降、著しい発
展が注目される国。100以上の民族が暮
らしていて、最大の都市はヤンゴン。国
内には多数の仏教寺院や遺跡があり、
19世紀のマンダレー王宮などの歴史的
建造物や田園風景、エーヤワディー川、
北部のインレー湖など、自然、文化など多
彩な観光資源がある。

ミャンマー

Re
pu

blic of the Union of Myanm
ar3

国名 ：ミャンマー連邦共和国
首都 ：ネーピードー
通貨 ： チャット（kyat）
人口 ：5,141万人（2014年9月

ミャンマー入国管理・人口省発表）
公用語 ：ミャンマー語

世界に誇れる
観光地を目指して
2013年には世界中から約204万人が訪れ、20年には

最大750万人になるともいわれているミャンマーの観光客。
観光開発が国としても大きな課題となっているミャンマーで、

バガン遺跡の観光開発パイロットモデルが完成した。
文⃝久島玲子（編集部）

地域観光開発のための
パイロットモデル構築プロジェクト

多
様
な
取
り
組
み
は

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
へ

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
代
表
す
る
観
光
地
と

い
え
ば
、
世
界
三
大
仏
教
遺
跡
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
る
バ
ガ
ン
遺
跡
だ
。

広
大
な
平
原
の
中
に
、
3
0
0
0
を

超
え
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
遺
跡
が

点
在
す
る
景
観
は
他
に
類
を
見
な
い
。

し
か
し
、
観
光
地
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ

や
ホ
テ
ル
の
整
備
は
い
ま
だ
発
展
途
上

に
あ
り
、
遺
跡
や
周
辺
エ
リ
ア
の
保
全

活
動
も
そ
れ
ほ
ど
き
ち
ん
と
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
観
光
開
発
モ

デ
ル
を
作
ろ
う
と
、
2
0
1
4
年
か

ら
同
国
の
ホ
テ
ル
観
光
省
と
J
I
C
A

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
た
。

　「
最
終
的
な
目
的
は
、
バ
ガ
ン
の
観
光

開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
で
す
。

観
光
管
理
・
体
制
の
強
化
、
観
光
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
観
光
人
材
育
成
の
三
つ
の

柱
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
数
の
試
験

的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、
最
終
的
な

計
画
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
」
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
き
た

J
I
C
A
産
業
開
発
部
の
浦
野
義
人

さ
ん
は
語
る
。

　
観
光
地
と
し
て
の
情
報
発
信
と
し
て

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
乱
立
す
る
看
板
の
統

一
、
ま
た
道
路
整
備
、
遺
跡
周
辺
の
清

掃
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
、
多
彩
な
分

野
で
観
光
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
多
く
の
活
動
は
、
住

村
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
き
た
。

「
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
住
民
た
ち

の
中
に
『
ま
ず
、
や
っ
て
み
よ
う
』
と

い
う
気
持
ち
が
育
ま
れ
ま
し
た
。
こ
ち

ら
が
一
つ
き
っ
か
け
を
作
る
と
、
そ
の

広
が
り
方
が
と
て
も
早
い
こ
と
に
も
驚

き
ま
し
た
。
ま
じ
め
な
国
民
性
が
現
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
が
き
っ

と
今
後
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て

い
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

　
今
年
5
月
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大

成
と
し
て
バ
ガ
ン
地
域
観
光
開
発
の
た

め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
完
成
し
、
周

辺
地
域
へ
モ
デ
ル
の
紹
介
を
兼
ね
た
お

披
露
目
も
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
バ
ガ
ン

の
観
光
を
無
理
な
く
進
め
る
観
光
開
発

を
支
援
す
る
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
と

同
時
に
、
同
様
の
文
化
遺
産
が
多
い

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
他
地
域
で
も
適
用

で
き
る
モ
デ
ル
と
し
て
の
活
用
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
て
バ
ガ
ン
観
光
を
推
進
し

て
い
く
局
面
へ
と
移
行
す
る
。
名
実
と

も
に
住
民
が
誇
れ
る
観
光
地
に
育
っ
て

い
く
は
ず
だ
。

民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

2
0
1
7
年
秋
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

終
了
し
た
現
在
、
景
観
を
よ
く
す
る
た

め
の
木
々
の
茂
み
の
伐
採
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
行
っ
て
い
て
、
歴
史
的
景
観
と

の
調
和
を
意
識
し
て
統
一
さ
れ
た
シ
ッ

ク
な
木
彫
り
の
案
内
板
は
地
元
の
職
人

が
作
っ
て
い
る
。
観
光
客
の
車
や
バ
イ

ク
が
乱
雑
に
置
か
れ
て
い
た
駐
車
場
は
、

整
備
の
や
り
方
を
伝
え
て
、
現
在
は
地

元
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

る
。
将
来
的
に
は
駐
車
場
に
木
を
植
え

て
、
遺
跡
か
ら
車
が
見
え
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
発
展
的
な
意
見
も
今
で

は
上
が
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

広
が
り
を
み
せ
る

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
取
り
組
み

　
バ
ガ
ン
で
伝
統
的
な
暮
ら
し
を
守
る

ウ
ェ
ス
ト
ポ
ワ
ソ
ー
村
で
は
、
ひ
と
り

の
女
性
が
、
村
の
中
で
観
光
客
に
伝
統

料
理
を
提
供
し
た
り
、
料
理
体
験
の
で

き
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
り
し
た
と
こ

ろ
評
判
が
よ
く
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
た
。
そ
れ
を
見
た
他
の
女
性
た
ち
も

同
じ
よ
う
な
試
み
を
始
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
終
了
す
る
頃
ま
で
に
は
、
観
光

客
向
け
に
伝
統
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
が
3
軒
オ
ー
プ
ン
し
て
い

る
。
こ
れ
は
住
民
の
中
か
ら
自
然
に
生

ま
れ
て
広
が
っ
て
い
っ
た
取
り
組
み
だ
。

「
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
み
ん
な
が
見
習
っ
て
い
っ

た
い
い
例
で
す
」
と
浦
野
さ
ん
。

　
こ
の
3
年
間
、
J
I
C
A
は
多
く
の

ミャンマー中部にある仏教遺跡、バガン。11世紀から13世紀にかけて建てられたパゴダや寺院が平原に
点在する。リビング・ヘリテージ（生きている遺産）の考え方で、世界遺産への登録を目指している

ビジターセンター

クッキングツアー

駐車場

案内板

遺跡周辺の
清掃

遺跡保全地域内に、景観を損な
わないようにシックな色彩で統一
したデザインのサイン（方向など
を示す看板）を設置。地元の人
材を活用して持続可能な事業に
している。木材も地元産を使用

道路にまで生い茂ってきた木々の除草作業を行う。
観光客が遺跡にアクセスするときに見通しをよくして
おくことで交通の安全性を高める

道路整備
ミャンマー

ネーピードー

バガン

訪
れ
た
く
な
る

文
化
遺
産
に

観光と開発特集
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観光開発協力とSDGsの関
係性について解説してくれ
たのは浦野さん。ミャン
マーの「地域観光開
発のためのパイロットモ
デル構築プロジェクト」（p.14）
をはじめ、これまで多くの観
光案件に携わっている

JICA産業開発・公共政策部
浦野義人さん
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28.6%

18.1%

12.6% 12.1%

26.6%

17.1%

42.2%

3.0%

15%
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 SDGごとの観光開発協力の実施率＊グラフ
（2011-2016累計）総計208事例 ＊全案件を母数として各SDGsに該当する割合を算出

過去5年間に開発金融機関・国連組織・2国間援助機関（JICAを含む）によって実施された観光分野の案件
208件をサンプルとして取り上げて分析し、SDGs達成に向けてどのように貢献しているかを検証。観光開発
は17の目標すべてにアプローチできていることが確認された。とりわけ、SDGの1.貧困をなくそう、8.働きがい、
17.パートナーシップなどに対して高い貢献度を示している。

観
光
機
関
）
の
総
会
で
は
、
観
光
開
発

が
先
の
三
つ
だ
け
で
な
く
、
17
の
す
べ

て
の
S
D
G
s
に
関
連
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
J
I
C
A
と
U
N
W
T
O

は
共
同
で
、
観
光
分
野
に
お
け
る
国
内

外
の
援
助
機
関
に
よ
る
協
力
実
績
に
基

づ
く
調
査
・
分
析
を
行
い
、
各
案
件
の

S
D
G
s
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
整
理
し

た
フ
ァ
イ
ナ
ル
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
観
光
開
発

は
す
べ
て
の
S
D
G
s
達
成
に
向
け

て
十
分
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
上
記
の
4
例
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の

案
件
が
い
く
つ
か
の
開
発
目
標
に
向
け

て
横
断
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
観
光
は
柔
軟
な
協
力

が
で
き
る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に

証
明
し
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
J
I
C
A
は
同
レ
ポ
ー
ト

で
開
発
効
果
を
十
分
に
上
げ
る
た
め
の

方
策
の
提
起
も
行
っ
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
に
対
す
る
適
切
な
ゴ
ー
ル
設

定
や
成
果
を
測
定
す
る
指
標
の
設
定
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
現
地
で
観
光
開

発
の
役
割
を
担
う
企
業
や
団
体
）
の
活

用
や
連
携
モ
デ
ル
の
促
進
、
効
果
を
高

め
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
な
ど
で
、

指
標
に
つ
い
て
は
す
で
に
策
定
さ
れ
、

「
指
標
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
」
と
し
て
世
界

に
広
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
J
I
C
A

は
引
き
続
き
、
途
上
国
の
観
光
開
発
を

よ
り
よ
い
方
向
に
加
速
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　
J
I
C
A
は
1
9
7
0
年
代
か
ら
途

上
国
に
対
し
て
、
観
光
分
野
に
お
け
る

開
発
計
画
の
策
定
、
人
材
育
成
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
自
然
遺
産
や
文
化
遺
産
を

活
用
し
た
地
域
振
興
な
ど
の
協
力
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
世
界
に
お

け
る
観
光
客
数
の
増
加
と
と
も
に
、
さ

ら
に
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
2
0
1
5
年
に
国
連
に
採

択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（Sustainable Developm
ent Goals 

以
下
、

S
D
G
s
）
で
は
、
観
光
が
三
つ
の

S
D
G
s
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
達
成
の
た

め
の
具
体
的
目
標
）
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
（
S
D
G
8
、
12
、
14
）。
観

光
開
発
は
、
有
形
・
無
形
文
化
遺
産
や

自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域
の

雇
用
や
収
入
を
生
み
出
し
、
各
地
域
の

持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
推
進
力
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
17
年
に
中
国
で
開
催
さ
れ

た
第
22
回
U
N
W
T
O
（
国
連
世
界

SDGsに貢献する！観光開発はすべての
SDGs達成に向けて観光はどういった役割を果たしているの    か。現在JICAは、UNWTOとともに行ったプロジェクト研究の

ファイナルレポートをまとめつつある。その結果を    具体的なJICAプロジェクトとともに見てみよう。

●ジェンダー情報を収集し、観光開発が男
女双方の助けになるための工夫や、ジェン
ダー視点からの負の影響を検証し、計画に
反映させた。
●官民連携の持続可能な観光振興の取り組みを確立して、観光収入の増
大、雇用機会の創出が図られた。
●●●隣接するアドリア海沿岸の観光拠点と、ボスニア国内の観光拠点を繋
ぐルート「国際観光コリドー」形成のための南ヘルツェゴビナ地域の歴史的
街並み、地方部の山や湖、川の自然風景保全を含め、観光振興のアクション
プラン策定。官民連携による観光振興の実施・モニタリング体制構築と、関
与する官民のステークホルダーの活動能力向上に協力。

地域・国  欧州  ボスニア・ヘルツェゴビナ
JICAプロジェクト

ヘルツェゴビナ国際観光コリドー・
環境保全プロジェクト（2012年7月〜2015年11月）

●●●●国内外からの観光客に向けた観光
アトラクションを開発することにより、女性の活
躍、雇用の促進、不平等の解消、責任ある行
動などに貢献している。
●●地域資源を活用した、住民の役に立つCBT推進のための戦略策定・
実施協力、たとえば観光商品開発・改善・PR、観光人材育成、組織連携
強化、体制整備の実施を行っている。

地域・国  中南米  ドミニカ共和国
JICAプロジェクト

北部地域における持続的なコミュニティを基礎と
した観光開発（CBT）のためのメカニズム強化プ
ロジェクト（2016年4月〜2021年4月）

●●●●住民に雇用が創出さ
れるよう、対象地域における観
光関連組織の能力向上・組織間連携強、観光プロモーション
にかかる開発・発掘能力向上、観光商品にかかる開発・発掘
能力向上など、持続可能な観光開発の仕組みを官民協働で構
築し、地域コミュニティが観光活動に参加する機会を増やした。
●●シミエン・コミュニティ・ツーリズム管理開発を行い、プラン
の官民協働による策定ほか、国立公園と保護区へのモデル提
言。持続可能な観光の実現を目指した。

地域・国  アフリカ  エチオピア
JICAプロジェクト

シミエン国立公園および周辺地域
における官民協働によるコミュニ
ティ･ツーリズム開発プロジェクト

（2011年11月〜2016年2月）

●●エコツアーの開発、ファー
ムツアーの催行などをパイロッ
トプロジェクトとして実施し雇用を促進。
●●重工業などの産業開発が進む一方で、ペルシャ湾最大の
ハラ・マングローブ林や特異な景観を持つジオパークといった
豊かな観光資源を有するゲシュム島で、地元住民と自然資源
の持続可能な開発を目的とする環境に配慮した水産振興、観
光振興、固形廃棄物管理、下水排水管理に係るマスタープラ
ンを策定。

地域・国  中東  イラン 
JICAプロジェクト

ゲシュム島の「エコアイランド」構
想による地域のための持続可能
な開発計画策定プロジェクト

（2015年11月〜2018年11月）

貢献するゴール

観光と開発特集

208事例のうち
138例が

Goal8に貢献！

貢献するゴール

貢献するゴール
貢献するゴール
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生
活
と
は
乖
離
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
急
激

な
観
光
開
発
に
住
民
の
意
識
や
環
境
整
備
が
追

い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　
塚
元
さ
ん
の
配
属
先
と
な
っ
た
観
光
開
発
公

社
で
は
、
フ
ァ
ル
マ
ス
を
持
続
可
能
な
観
光
の

拠
点
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。「
文

化
遺
産
、
建
築
遺
産
、
人
々
の
暮
ら
し
や
習
慣

を
観
光
開
発
に
取
り
入
れ
、
ま
た
市
民
一
人
一

人
が
観
光
業
で
利
益
を
得
て
い
る
実
感
が
持
て

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く
り
を
目
指
し
、
遺
産

観
光
の
促
進
、
住
民
の
意
識
啓
発
、
観
光
収
入

の
向
上
の
三
つ
の
柱
で
活
動
し
て
い
ま
す
」。

　
塚
元
さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
仕
事
の
一
つ
が
、

街
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
の
歴
史
や
価
値
を
紹
介
す

の
他
の
地
域
で
草
木
染
め
を
教
え
て
い
た
環
境

教
育
隊
員
を
指
導
者
に
、
商
品
開
発
を
担
当
し

て
い
た
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
助
言
者
と
し

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
企
画

し
た
。「
任
期
終
了
ま
で
3
か
月
を
切
っ
て
か
ら

始
め
た
こ
と
な
の
で
ど
こ
ま
で
形
に
な
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
配
属
先
の
ク
ラ
フ

ト
部
門
と
連
携
し
、
将
来
に
つ
な
が
る
活
動
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
最
後
ま
で
意
欲
を
み
せ
た
。

「
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
よ
う
な
観
光
国
で
は
、
人
の

暮
ら
し
の
多
く
の
領
域
に
観
光
産
業
が
関
係
し

て
い
て
、
観
光
税
で
整
備
さ
れ
た
地
域
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
に
観
光
が
自
分
の

生
活
に
役
立
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
も
ら
い
つ

つ
、
持
続
可
能
な
方
法
で
開
発
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

J
R
東
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
2
年
間

の
経
験
を
活
か
し
て
日
本
で
過
疎
地
域
と
観
光

客
を
つ
な
い
で
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
関

わ
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

　
新
潟
県
で
鉄
道
会
社
の
社
員
と
し
て
取
り
組

ん
だ
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
大
地

の
芸
術
祭
」
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
こ
の
二
つ
の

経
験
か
ら
、「
海
外
で
観
光
に
よ
る
地
域
振
興

が
で
き
な
い
か
?
」
と
考
え
て
い
た
塚
元
さ

ん
。
調
べ
て
見
つ
け
た
の
が
、
会
社
に
籍
を
残

し
た
ま
ま
参
加
で
き
る
青
年
海
外
協
力
隊
だ
っ

た
。
し
か
も
観
光
分
野
で
の
募
集
が
あ
り
、
地

域
活
性
化
に
も
関
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
す

ぐ
に
応
募
し
た
。

　
当
初
の
派
遣
予
定
国
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

だ
っ
た
が
、
派
遣
の
4
か
月
前
に
治
安
悪
化
の

た
め
中
止
に
。
そ
こ
で
急
遽
決
ま
っ
た
の
が
、

同
じ
時
期
で
の
派
遣
が
可
能
だ
っ
た
ジ
ャ
マ
イ

カ
だ
っ
た
。「
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

レ
ゲ
エ
、
ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト
、
ブ
ル
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
コ
ー
ヒ
ー
く
ら
い
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
位

置
と
ネ
ッ
ト
情
報
だ
け
を
確
認
し
、
派
遣
前
訓

練
を
終
え
、
気
づ
く
と
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
ま

し
た
」
と
い
う
塚
元
さ
ん
の
言
葉
か
ら
は
、
当

時
の
あ
わ
た
だ
し
さ
と
不
安
が
感
じ
ら
れ
る
。

自
分
の
存
在
意
義
に

悩
む
日
々

　
2
0
1
6
年
6
月
、
塚
元
さ
ん
は
ジ
ャ
マ
イ

カ
北
部
に
あ
る
港
町
フ
ァ
ル
マ
ス
に
赴
任
し
た
。

フ
ァ
ル
マ
ス
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
観
光
省
が
力
を

入
れ
て
い
る
地
域
で
、
14
年
に
は
同
国
最
大
の

ク
ル
ー
ズ
港
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
街

中
で
は
歴
史
的
建
造
物
の
破
損
や
路
上
の
ご
み

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
。「
ツ
ア
ー
の
多

く
が
欧
米
資
本
に
よ
る
も
の
で
、
地
元
住
民
の

る
案
内
板
の
設
置
だ
っ
た
。
勇
ん
で
現
地
調
査

を
し
、
現
状
と
今
後
の
展
望
を
報
告
書
に
ま
と

め
た
も
の
の
、
結
果
は
大
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
扱

い
。
と
て
も
落
胆
し
た
そ
う
だ
。
設
置
場
所
も

こ
ろ
こ
ろ
と
変
わ
り
、「
私
が
い
る
意
味
な
い

じ
ゃ
ん
、
も
う
勝
手
に
や
っ
て
く
れ
ー
と
、
何

度
も
思
い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
自

分
の
存
在
意
義
を
見
い
だ
せ
ず
に
、
悩
む
日
々

が
続
い
た
。

　
そ
れ
で
も
最
終
的
に
塚
元
さ
ん
が
提
案
し
た

場
所
に
観
光
案
内
板
が
設
置
さ
れ
、「
こ
っ
ち

の
ほ
う
が
観
光
客
の
動
線
に
沿
っ
て
い
る
し

フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
だ
」
と
言
わ
れ
た
り
、
遺

産
エ
キ
ス
ポ
の
開
催
準
備
中
、
ブ
ー
ス
の
配
置

場
所
を
塚
元
さ
ん
が
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い

た
と
こ
ろ
、「
あ
り
が
と
う
!

　
あ
な
た
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た

り
…
…
。
小
さ
な
こ
と
だ
が
、「
あ
ぁ
、
存
在

意
義
な
ど
と
そ
ん
な
に
難
し
く
考
え
る
必
要
な

か
っ
た
の
か
も
。
今
は
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
、

そ
の
範
囲
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
け
ば
い
い
ん

だ
と
気
が
つ
い
て
、肩
の
荷
が
ス
ッ
と
下
り
た
」

と
い
う
。

最
後
ま
で
意
欲
的
に

技
術
の
普
及
に
努
め
る

　
塚
元
さ
ん
は
任
期
中
最
後
の
仕
事
と
し
て
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
素
材
を
使
っ
た
草
木
染
め
の
技

術
の
普
及
に
取
り
組
ん
だ
。
き
っ
か
け
は
、
一

緒
に
活
動
し
て
い
た
フ
ァ
ル
マ
ス
工
芸
品
組
合

の
代
表
ジ
ョ
ー
イ
・
ラ
シ
ュ
さ
ん
の
「
天
然
素

材
を
使
っ
た
地
元
産
品
を
観
光
客
に
も
、
も
っ

と
広
め
た
い
」
と
い
う
ひ
と
こ
と
。
塚
元
さ
ん

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

JIC
A

 Volu
nteer Story

from
Jamaica

塚
元
夢
野

つ
か
も
と
ゆ
め
の

1
9
8
8
年
、新
潟
県
生
ま
れ
。2
0
1
1
年
、横
浜
国
立
大
学
卒
業
後
、東
日
本

旅
客
鉄
道（
J
R
東
日
本
）入
社
。新
潟
県
新
津
駅
で
駅
員
、新
潟
県
周
辺
全
区
域
で

車
掌
と
し
て
勤
務
。「
鉄
道
の
街
」を
掲
げ
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
新
津

で
は
、鉄
道
ま
つ
り
の
開
催
、地
域
P
R
事
業
な
ど
に
携
わ
る
。新
潟
県
の
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト「
大
地
の
芸
術
祭
」で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
動
。16

年
6
月
か
ら
18
年
6
月
ま
で
青
年
海
外
協
力
隊
の
観
光
隊
員
と
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
に

派
遣
さ
れ
る
。現
在
J
R
東
日
本
に
戻
っ
て
い
る
。

ビーチリゾートとして海外から多くの観光客が訪れるジャマイカにも、観光と地域振
興がつながらないという課題があった。観光隊員として派遣された塚元夢野さんは、
2年間悩みながらもジャマイカの観光と真摯に向き合ってきた。

できることを広げていけばいい
地域を活性化する観光の在り方を考えた２年間

塚元さんの提案の場所に
設置された観光案内板

上：最後の仕事として草木染めのトレーニングに取り組んだ
下：こんな染物が完成！　みんな絞りの柄がきれいに出た

左：ファルマスに残る歴史的建造物の多くは整備され
ていない／右：欧米資本の会社がツアーを組み、ジャ
マイカ最大のクルーズ港となったファルマス

観光案内板の設置場所を同僚と一緒に調査。思うように進まず悩んだ時期もあった

青
年
海
外
協
力
隊

ジャマイカ

ファルマス

きれいに染まりました！
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生
活
の
た
め
に
不
法
伐
採
や
密
猟
、
盗
掘
に
手

を
染
め
る
住
民
も
少
な
く
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　
そ
こ
で
、
テ
ィ
カ
ル
で
の
観
光
業
が
生
活
向

上
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遺
跡
に
近
い
三

つ
の
集
落
で
実
施
し
た
。
ガ
イ
ド
の
養
成
、
木

工
品
な
ど
の
お
土
産
品
作
り
、
ま
た
女
性
を
対

象
と
し
た
遺
跡
か
ら
の
出
土
物
を
修
復
す
る
技

術
の
研
修
、
地
元
の
小
学
生
に
向
け
た
遺
跡
学

習
な
ど
を
通
し
て
、
遺
跡
に
対
す
る
住
民
の
意

識
に
少
し
ず
つ
変
化
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

事
例
を
体
験
し
て
も
ら
う
計
画

に
な
っ
て
い
る
。

　「
私
た
ち
は
考
古
学
を
ベ
ー
ス

に
観
光
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
集
落
の
中
で
仕
事
を

作
っ
て
い
く
、
魅
力
的
な
地
域

に
し
て
い
く
と
い
っ
た
〝
町
づ

く
り
の
視
点
〞
も
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、

金
沢
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
で
き
る
の
も
私
た
ち
の
強

み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
テ
ィ
カ
ル
に
は
金
沢
大
学
の

リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、

日
本
や
グ
ア
テ
マ
ラ
の
協
定
校

PLAYERS
国際協力の担い手たち

文化資源学で取り組む
ティカルの観光開発

金沢大学 国際文化資源学研究センター
2011年2月、金沢大学人間社会研究域付属の研究施設として発足。世界各地で変化を
余儀なくされている有形・無形の文化遺産を「文化資源」ととらえなおし、総合的・多角的な
研究・保護・活用法の開発を行う。「形態文化資源部門」「伝承文化資源部門」「文化資
源情報部門」の3部門で構成され、相互が有機的に連携して研究を進めている。世界的な
研究拠点を目指すと同時に、学生の教育や若手研究者の養成にも力を注いでいる。

■ 石川県金沢市角間町 ■ TEL:076-264-5785 ■ http://crs.w3.kanazawa-u.ac.jp/

PLAYER’S PROFILE

い
る
の
で
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
ヨ

コ
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
す
」。

　
さ
ら
に
、
18
年
11
月
に
は
テ
ィ
カ
ル
の
関
係

者
が
金
沢
大
学
で
の
研
修
を
受
け
に
来
日
す
る

予
定
だ
。
観
光
開
発
の
講
義
受
講
だ
け
で
は
な

く
、
金
沢
大
学
で
町
お
こ
し
・
村
お
こ
し
を
研

究
し
て
い
る
地
域
創
造
学
類
の
教
員
と
も
協
力

し
て
、
金
沢
や
能
登
、
五
箇
山
（
富
山
県
南
砺

市
）
な
ど
を
視
察
し
、
日
本
で
の
町
づ
く
り
の

金沢大学国際文化資源学研究センターは、
2014年からグアテマラ共和国でJICA草の根技術協力として観光開発を行ってきた。
17年からは次のプロジェクトが始まり、長いスパンでの支援となっている。
文⃝久島玲子（編集部）

上：マヤ地域の熱帯雨林に棲む動物の絵で壁面を彩るワークショップ。景観も
美しくなると同時に、子どもたちがティカル国立公園の動物相について知る機
会となる／下：コミュニティ緑化プログラムでは、住民に環境を守る意義を理解
してもらい植樹を行った

上：コパンルイナスでの第三国研
修。他国の取り組みから学ぶことは
多い／右：ティカルに関わる複数の
関係者が同じ研修に取り組み、さら
によい関係が築かれた

フィールドワークとして
ティカルを訪れた金沢大
学の学生たち。子どもた
ちのワークショップのお
手伝いをした

遺跡の説明をする中村さん

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

金
沢
大
学
と
し
て
も

幅
広
く
協
力

　
テ
ィ
カ
ル
国
立
公
園
は
、
マ
ヤ
文
明
の
中
心

都
市
の
遺
跡
と
そ
の
周
囲
に
広
が
る
約
5
7
0

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
豊
か
な
熱
帯
雨
林
か
ら

な
っ
て
い
て
、
世
界
複
合
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
グ
ア
テ
マ
ラ
随
一
の
観
光
地
で
、
年
間

20
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
遺
跡
観
光
を
す
る
だ
け
で
、
近
隣

の
村
が
経
済
的
に
潤
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
国
立
公
園
内
で
の
地
元
の
雇
用
も
少
な
く
、

　「
1
9
7
0
年
代
頃
、
考
古
学
の
分
野
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
、直
訳
す
れ
ば
『
公

共
的
な
考
古
学
』
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
ま

す
。
考
古
学
を
専
門
家
だ
け
の
も
の
と
す
る
の

で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
の
考
古
学
の
役
割
を

考
え
て
い
く
も
の
で
す
。
金
沢
大
学
国
際
文
化

資
源
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
形
態
文
化
資
源
部
門

で
は
そ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
遺
跡
な
ど
が
あ

る
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
大
学
が
連
携
し
、

研
究
の
一
翼
を
担
っ
て
も
ら
う
、
さ
ら
に
は
地

域
の
観
光
資
源
と
し
て
文
化
遺
産
を
活
用
す
る

こ
と
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
」

　
文
化
資
源
学
に
つ
い
て
そ
う
説
明
し
て
く
れ

た
の
は
同
セ
ン
タ
ー
教
授
の
中
村
誠
一
さ
ん
。

2
0
1
4
年
6
月
か
ら
17
年
3
月
ま
で
金
沢
大

学
が
取
り
組
ん
で
き
た
J
I
C
A
の
草
の
根
技

術
協
力
事
業
「
世
界
複
合
遺
産
『
テ
ィ
カ
ル
国

立
公
園
』
の
保
存
と
活
用
を
通
し
た
住
民
の
生

活
向
上
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
文
化
資

源
学
の
研
究
の
一
環
と
し
て
テ
ィ
カ
ル
の
観
光

開
発
に
協
力
し
て
き
た
。
中
村
さ
ん
は
マ
ヤ
遺

跡
の
専
門
家
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

集
落
を
素
通
り
し
て
い
た
観
光

バ
ス
に
停
ま
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
共
同
組
合
を
組
織
し
て
道

路
沿
い
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
を
作

り
は
じ
め
た
女
性
グ
ル
ー
プ
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
成
果
を
受
け
て
、

2
0
1
7
年
6
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
の
が
「
テ
ィ
カ
ル
国
立

公
園
へ
の
観
光
回
廊
に
お
け
る

人
材
育
成
と
組
織
化
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

　「
今
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
を

見
据
え
て
、
観
光
業
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
れ
る
人
材
の
育
成
や
取
り

他地域での
取り組みを学び
ティカルに活かす

組
み
の
組
織
化
な
ど
を
主
眼
に
し
て
い
ま
す
。
対

象
の
集
落
を
さ
ら
に
三
つ
増
や
し
、
よ
り
広
い
エ

リ
ア
で
の
観
光
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
」

　
隣
国
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
マ
ヤ
遺
跡
、
コ
パ
ン

ル
イ
ナ
ス
で
行
わ
れ
た
第
三
国
研
修
に
は
、

テ
ィ
カ
ル
周
辺
集
落
の
代
表
者
、
市
役
所
の
担

当
者
、
国
立
公
園
の
代
表
者
な
ど
全
部
で
8
人

が
参
加
し
、
現
地
で
の
取
り
組
み
を
見
学
し
な

が
ら
、
テ
ィ
カ
ル
で
活
か
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
作
成
し
た
。「
抱
え
て
い
る
課
題
も
似
て

か
ら
学
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
訪
れ
る
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
異
文
化
体
験
や
村
の

人
た
ち
と
協
働
で
き
る
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
場
で
あ
る
テ
ィ
カ
ル
は
、
ま
た
と
な
い
教

育
の
現
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
村
さ
ん
た
ち
金
沢
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
テ
ィ
カ
ル
の
人
た
ち
に
も
、
日
本
や
グ
ア

テ
マ
ラ
の
研
究
者
や
学
生
に
も
た
く
さ
ん
の
も

の
を
も
た
ら
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
い
く
。

地元の生徒に向けた野外体験教育研修。金沢大学国際担当理事・副学長（当時）も現地を訪れ、参加した

グアテマラ

ティカル
国立公園

グアテマラシティ
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一
方
、
イ
ラ
ン
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
ア
ン
ザ

リ
湿
原
環
境
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
日
本
工

営
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
携

わ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
と
な
る
伝
統

家
屋
を
村
人
と
建
設
し
、
女
性
ガ
イ
ド
の
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
お
土
産
に
な
る
工
芸
品
作
り

の
指
導
、
カ
ヤ
ッ
ク
の
ガ
イ
ド
研
修
も
行
っ
た
。

「
女
性
た
ち
は
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が

仕
事
に
な
り
、
彼
女
た
ち
が
笑
顔
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
」。
セ
ン
タ
ー
で
は
女
性
た

ち
が
手
作
り
の
工
芸
品
を
販
売
し
、
お
茶
や
食

事
を
出
し
、
カ
ヤ
ッ
ク
の
ガ
イ
ド
を
行
う
。
ツ

ア
ー
客
に
と
て
も
好
評
で
、
休
日
に
は
5
0
0

人
以
上
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

富
士
宮
で
エ
コ
ツ
ア
ー
の

よ
い
モ
デ
ル
を
体
験

　

海
外
で
の
経
験
を
積
む
う
ち
に
、
世
界
中
か

ら
「
地
域
の
人
が
し
っ
か
り
と
関
わ
る
エ
コ
ツ

ア
ー
の
モ
デ
ル
を
見
た
い
」
と
い
う
声
が
新
谷

さ
ん
に
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
２
年
前

か
ら
、
外
国
人
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
エ
コ
ツ
ア
ー
に
富
士
宮
市
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
富
士
山
に
は
目
に
見
え
る
美
し
さ
だ
け
で
な

く
、
そ
の
背
後
に
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も

山
岳
信
仰
、
湧
水
、
食
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

物
語
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
誇
り
を

持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
地
元
の
人
た
ち
と
一

緒
に
、
富
士
山
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
体
験

し
て
も
ら
え
る
ツ
ア
ー
で
す
」

　

富
士
登
山
を
楽
し
ん
だ
り
、
着
物
を
着
て
浅

間
大
社
を
訪
れ
た
り
、
和
菓
子
作
り
を
体
験
し

た
り
、
地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
打
ち
そ
ば

の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
…
…
。
地
元

の
呉
服
屋
さ
ん
、
和
菓
子
屋
さ
ん
、
文
房
具
屋

さ
ん
、
料
理
屋
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
実
現
し

て
い
る
ツ
ア
ー
だ
。「
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん

が
、
地
元
の
人
た
ち
の
仕
事
を
楽
し
ん
で
く
れ

る
の
で
、
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
よ
ろ
こ
ん
で
も

ら
え
る
の
で
は
、
と
い
ろ
い
ろ
地
域
の
人
と
み

ん
な
で
工
夫
し
て
い
ま
す
」。

　

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
中
南
米
や
イ
ラ
ン
な
ど

の
研
修
生
も
参
加
し
て
い
て
、「
日
本
で
エ
コ
ツ

ア
ー
に
取
組
ん
で
い
る
地
元
の
人
と
会
え
て
よ

か
っ
た
」「
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
べ
た
」「（
帰

国
し
て
）
地
域
の
人
を
よ
り
広
く
巻
き
込
ん
で

み
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
講
義
を
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
富
士

山
で
の
経
験
を
も
と
に
、
ガ
イ
ド
の
仕
方
、
地

域
で
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
仕
組
の
作
り
方
、
紹
介
ビ

デ
オ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
り
方
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
取
り
方
な
ど
、
研
修
員
が
期
待
す
る
具
体
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
も
提
供
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

「
エ
コ
ツ
ア
ー
は
地
域
ご
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

必
要
で
す
が
、
考
え
方
は
同
じ
。
地
域
の
人
と

と
も
に
行
う
エ
コ
ツ
ア
ー
と
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
、
そ
の
学
び
の
場
と
し
て
、
富
士
宮
を

よ
い
モ
デ
ル
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

身
近
に
あ
る
自
然
や
文
化
な
ど
の
資
源
の
保

全
が
、
現
在
そ
し
て
将
来
に
お
い
て
自
分
た
ち

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
っ
た
人
た

ち
は
、
自
ら
そ
の
資
源
を
守
る
は
ず
。
エ
コ
ツ

ア
ー
で
学
ぶ
の
は
、
参
加
者
だ
け
で
は
な
い
。

地
域
の
人
た
ち
が
、
あ
ら
た
め
て
自
分
た
ち
の

自
然
や
文
化
の
価
値
に
気
づ
く
こ
と
に
こ
そ
、

よ
り
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

学
ぶ
こ
と
で

意
識
が
変
わ
っ
て
い
く

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
に
あ
る

自
然
や
文
化
を
活
か
し
、
環
境
を
保
全
し
な
が

ら
地
域
の
発
展
を
大
事
に
す
る
観
光
の
あ
り
方
。

参
加
者
は
未
知
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
と
同

時
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
歴
史
や
保
全
の
必
要

性
な
ど
、
一
般
的
な
観
光
で
は
体
験
で
き
な
い

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
エ
コ
ツ
ア
ー
開
発
で
は
、
参
加
者
だ
け
で
な

く
地
元
の
人
た
ち
も
学
ぶ
こ
と
が
多
い
ん
で

す
」
と
言
う
の
は
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
草
分
け
的
な
存
在
の
新
谷
雅
徳
さ
ん
。
ハ
ワ

イ
島
や
滋
賀
県
、
富
士
山
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

開
発
を
行
い
、
2
0
1
1
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

専
門
家
と
し
て
海
外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発

に
も
関
わ
っ
て
き
た
。

　

新
谷
さ
ん
が
最
も
実
感
し
て
い
る
の
は
、
地

域
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
自
然
や
文
化
の
価

値
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
き
、
大
き
く
意
識
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
ば
、
J
I
C
A
草

の
根
技
術
協
力
と
し
て
京
都
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
央
ア
フ
リ
カ

の
ガ
ボ
ン
に
あ
る
ム
カ
ラ
バ
・
ド
ゥ
ド
ゥ
国
立

公
園
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ガ
イ
ド
の
研
修
な
ど

を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
森
の
こ
と
、
ゴ
リ
ラ

の
こ
と
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
考
え
、

主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
の
人
が
増
え
て
き
た
。

国
外
か
ら
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
「
素
晴
ら

し
い
森
の
話
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
こ

れ
か
ら
も
守
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
感
謝

さ
れ
、
ガ
イ
ド
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
っ
て
い
る
。

アンザリ湿原
（イラン）

しんたにまさのり
1968年、兵庫県生まれ。静岡大
学卒業。フロリダ工科大学大学
院環境学科環境資源マネジメン
ト科修了。エコツーリズムのパイ
オニアのひとりとして、世界各国
でエコツーリズム開発とそれに
関わる人材育成に携わる。2008
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上でエコツーリズム開発を支援
している。
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現
実
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー

で
は
職
業
訓
練
や
言
葉
の
教
育
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
か
な
ら
ず
し

も
仕
事
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
雇
用
の
受
け
皿
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
地
域
の
労
働

者
と
雇
用
機
会
を
争
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
、
女
性
が
外
で
働
く
こ

と
が
一
般
的
で
は
な
い
文
化
的
な
背

景
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
難
民

の
就
労
を
困
難
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
切
実
な
状
況
を
目
に
し
て
、

産
業
の
振
興
や
中
小
企
業
を
盛
り
上

げ
る
国
際
協
力
に
携
わ
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
開

発
学
を
志
し
た
目
的
で
も
あ
る
効
果

的
な
支
援
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

J
I
C
A
へ
の
入
構
を
決
め
ま
し
た
。

　

入
構
後
、
海
外
O
J
T
で
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地

で
は
無
秩
序
な
森
林
伐
採
に
よ
る
土

壌
の
劣
化
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
日

本
は
森
林
保
全
の
技
術
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
は
そ
こ
で
初
め
て
協

力
事
業
の
現
場
を
学
び
ま
し
た
。

　

途
上
国
側
の
担
当
機
関
の
能
力
向

上
は
技
術
協
力
事
業
の
重
要
な
目
標

で
す
が
、
す
べ
て
の
人
た
ち
に
そ
の

認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
先
方
の
関
係
者
の
中

に
は
、
状
況
の
深
刻
さ
を
理
解
し
て

い
な
い
方
や
、「
日
本
が
や
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
か
ら
」
と
、
当
事
者
意

識
の
低
い
方
も
い
ま
し
た
。
専
門
家

の
方
は
そ
の
よ
う
な
認
識
の
違
い
が

問
題
に
な
る
た
び
に
、
く
り
返
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
伝
え
て
、
先

方
の
理
解
を
得
よ
う
と
努
め
て
い
ま

し
た
。
け
っ
し
て
上
か
ら
強
制
す
る

よ
う
な
物
言
い
は
せ
ず
、「
あ
な
た

の
能
力
向
上
の
た
め
で
も
あ
る
ん
だ

か
ら
一
緒
に
や
ら
な
い
か
」
と
、
粘

り
強
く
語
り
か
け
る
そ
の
忍
耐
強
い

姿
勢
に
、
大
い
に
触
発
さ
れ
ま
し
た
。

〝
ら
し
さ
〟を
磨
い
て

地
域
振
興

　

入
構
前
の
希
望
が
叶
い
、
現
在
は

中
小
企
業
や
地
場
産
業
の
振
興
を
後

押
し
す
る
案
件
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
観
光
事

業
は
、
現
在
の
部
署
に
配
属
さ
れ
た

当
初
か
ら
担
当
し
て
い
る
た
め
思
い

入
れ
の
深
い
案
件
で
す
。

　

同
国
で
は
外
資
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト

開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

施
設
の
敷
地
内
で
観
光
が
完
結
し
て

し
ま
う
ス
タ
イ
ル
が
多
く
、
地
域
住

民
が
利
益
を
得
る
機
会
が
非
常
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
か

ら
始
ま
っ
た
J
I
C
A
の
事
業
で
は
、

北
部
地
域
の
寂
れ
て
し
ま
っ
た
観
光

地
を
ふ
た
た
び
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

に
協
力
し
、
地
域
に
も
と
か
ら
あ
る

自
然
や
文
化
を
有
効
活
用
し
な
が
ら

雇
用
を
生
み
出
す
観
光
産
業
の
振
興

を
、
官
民
を
挙
げ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
現
地
を
訪
れ
、
地
域
に
住

む
人
々
が
発
案
し
た
ツ
ア
ー
を
体
験

し
て
き
ま
し
た
が
、
か
な
り
面
白
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
カ
オ

の
収
穫
工
程
を
見
学
す
る
そ
の
ツ

ア
ー
で
は
、
農
家
が
収
穫
の
と
き
に

歌
う
音
楽
を
楽
し
み
、
メ
レ
ン
ゲ
と

い
う
U
N
E
S
C
O
無
形
文
化
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
い
る
ダ
ン
ス
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旅
行
者
が

現
地
の
人
々
に
息
づ
く
文
化
を
知
る
、

よ
い
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
き
に
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ

る
商
品
を
作
り
た
い
と
い
う
人
々
の

強
い
思
い
は
裏
目
に
出
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、キ
ャ
ッ

サ
バ
加
工
場
の
体
験
型
ツ
ア
ー
で
は
、

自
分
た
ち
が
頑
張
っ
て
製
品
を
作
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
見
せ
る
必
要
の
な

い
製
造
過
程
ま
で
コ
ー
ス
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
取
り
組
み
に
ビ
ジ
ネ
ス

目
線
の
客
観
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与

え
る
、
現
地
観
光
省
の
能
力
向
上
も

課
題
で
す
。
こ
う
い
っ
た
観
光
開
発

の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
前
進
す
る
よ

う
、
専
門
家
や
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の

政
府
機
関
に
、
民
間
セ
ク
タ
ー
と
の

積
極
的
な
連
携
や
国
を
挙
げ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
提
案
す
る
こ
と

は
、
私
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
地
元
の
人
々
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
観
光
客
を
呼
び

た
い
と
い
う
彼
ら
の
気
持
が
、
一
つ

で
も
多
く
商
品
と
し
て
形
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
人
々
に
現
地
を
訪
れ
て
も
ら

開
発
の
失
敗
事
例
が

き
っ
か
け
に

　

大
学
時
代
に
あ
る
途
上
国
援
助
の

事
例
を
知
っ
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

あ
る
民
間
団
体
が
電
気
の
通
っ
て
い

な
い
地
域
に
電
化
製
品
を
寄
贈
し
た

と
い
う
話
で
、
そ
の
製
品
は
使
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
換
金
さ
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か
、
何
が
現

地
の
人
々
の
生
活
改
善
に
つ
な
が
る

支
援
な
の
か
―
―
貧
困
問
題
や
途
上

国
支
援
に
つ
い
て
根
本
的
に
考
え
た

い
と
思
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
に

進
み
開
発
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
に
在
籍
し
て
い
た
当
時
、

ア
ラ
ブ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
広
が
っ

た
民
主
化
の
動
き
を
背
景
に
、
迫
害

や
弾
圧
を
逃
れ
て
E
U
諸
国
に
流
入

す
る
人
々
が
急
増
し
て
い
ま
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
の
難
民
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
私
は
、
稼
い

で
い
く
手
段
の
な
い
難
民
の
厳
し
い

6
月
9
日
、
J
I
C
A
は

G
7
の
開
発
金
融
機
関
と

と
も
に「
G
7 

2
X
（
ツ
ー
エ
ッ

ク
ス
）
チ
ャ
レ
ン
ジ:

女
性
の
た

め
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス 

イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
発
足
の
共
同
宣
言
を
発

表
し
ま
し
た
。
G
7
各
国
の
開

発
金
融
機
関
と
共
同
で
女
性
の

た
め
の
金
融
支
援
を
強
化
し
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
30
億
ド
ル
の

資
金
動
員
を
目
指
し
ま
す
。

　

女
性
が
経
済
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
は
世
界
の
繁
栄
と
安
定
の
た

め
に
重
要
で
す
が
、
現
状
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
新
興
市
場
の
中
小
企
業

主
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
3
割

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
そ
の
う
ち
の
7
割
は
融
資
の

担
保
と
な
る
土
地
や
家
の
所
有
権

を
持
た
な
い
た
め
、
正
規
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
女

性
が
経
営
す
る
中
小
企
業
は
、
世

界
全
体
で
3
2
0
0
億
ド
ル
も
の

資
金
不
足
に
直
面
し
て
い
る
と
の

試
算
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現

状
を
変
え
る
た
め
、
女
性
の
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
労
働
市

場
へ
の
参
入
促
進
と
い
っ
た
経
済

的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

立
ち
上
げ
に
よ
り
、
G
7
各
国
の

開
発
金
融
機
関
は
自
ら
の
資
金
提

 

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
ふ
た

た
び
発
生
し
た
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
流
行
に
対
処
す
る
た
め
、

J
I
C
A
は
6
月
7
日
ま
で
に

同
国
国
立
生
物
医
学
研
究
所

（
I
N
R
B
）
に
バ
イ
ク
5
台
、

発
電
機
1
台
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
1
5
0
0
組
な

ど
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

機
材
は
最
前
線
で
活
動
す
る
医
療

従
事
者
の
移
動
や
簡
易
検
査
施
設

の
電
力
供
給
、
患
者
の
診
断
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

　

同
国
の
赤
道
州
で
は
、
流
行
が

発
表
さ
れ
た
5
月
8
日
か
ら
6
月

14
日
ま
で
に
66
の
症
例
が
報
告
さ

れ
、
う
ち
38
例
は
陽
性
が
確
定
し

て
い
ま
す
。
流
行
が
発
生
し
た
ビ

コ
ロ
地
区
と
イ
ボ
コ
地
区
は
道
路

の
状
態
が
悪
く
電
力
供
給
も
不
安

定
な
た
め
、
検
体
の
輸
送
や
簡
易

検
査
施
設
で
の
検
査
が
難
航
し
て

い
ま
す
。
ま
た
感
染
封
じ
込
め
の

た
め
連
日
開
催
さ
れ
て
い
る
同
国

の
エ
ボ
ラ
対
策
国
家
調
整
委
員
会

迅速診断キット引き渡しの様子。INRBムエ
ンベ所長とJICAコンゴ民主共和国事務所
柴田所長

トンガに導入された太陽光発電システム

JICAの最新ニューストピックス

女性の起業やビジネスを促進。
30億ドルの資金動員を目指す

エボラ出血熱の流行拡大防止に
日本の技術が貢献

─信頼で世界をつなぐ─
スタッフ インタビュー
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久保 信也
産業開発・公共政策部
民間セクターグループ 第二チーム（取材当時）
 くぼ しんや
1991年生まれ、東京都出身。大学で経済学を学んだ
後、イギリスの大学院で開発学を学ぶ。修士論文の
テーマは「インドにおける経済自由化と国内労働力移転
の関係性」。2016年、JICAに入構。観光分野を中心に、
途上国の産業振興に関するさまざまな業務に携わる。

  「
第

8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
」
が
5
月
18
日
、
19
日

に
福
島
県
い
わ
き
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
太
平
洋
島
嶼
国
が
直
面

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

同
じ
島
国
で
あ
る
日
本
と
意
見
交

換
を
行
い
、
協
力
関
係
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

首
脳
会
議
で
す
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、

メ
ラ
ネ
シ
ア
に
大
分
さ
れ
る
島
嶼

国
は
「
国
土
が
狭
い
上
に
分
散
し
、

電
気
や
水
道
な
ど
の
社
会
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
渡
ら
な
い
」「
国
際
市

場
か
ら
遠
く
、
産
業
が
育
ち
に
く

い
」「
自
然
災
害
や
気
候
変
動
に
対

し
て
脆
弱
」
と
い
っ
た
共
通
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
J
I
C
A

は
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と
島
嶼
国

と
の
連
携
強
化
を
目
指
し
て
、
長

年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
電
力
分
野
の
協
力

は
1
9
9
0
年
代
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
の
整
備
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
2
0
0
9
年
以
降
は
、
既

存
の
電
力
系
統
に
太
陽
光
発
電
を

連
係
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
現
在
は
5
か
国
を
対
象
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電＊

の
普
及
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
蓄
積
さ
れ

た
知
見
は
日
本
の
島
嶼
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
の
向
上
に
も
活
用
さ
れ
、

J
I
C
A
の
担
当
者
は
「
日
本
と

同
じ
課
題
を
抱
え
る
国
々
と
、
お

た
が
い
に
学
び
合
っ
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

　

課
題
解
決
を
担
う
人
材
の
育
成

も
急
が
れ
て
い
ま
す
。
J
I
C
A

は
16
年
か
ら
島
嶼
国
の
若
手
人
材

を
対
象
と
し
た
留
学
制
度
「
太
平

洋
島
嶼
国
リ
ー
ダ
ー
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
を
始
め
、
日

本
の
大
学
で
の
修
士
号
取
得
の
支

援
や
省
庁
・
自
治
体
で
の
実
務
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
約
80

人
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
で

お
り
、
3
年
間
で
約
1
0
0
人
が

日
本
に
留
学
し
ま
す
。「
参
加
者

た
ち
は
、
日
本
で
身
に
つ
け
た
専

門
知
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
母
国

で
の
取
り
組
み
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
」
と
、
J
I
C
A
と
と
も
に

留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
N
P
O

の
担
当
者
は
述
べ
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
今
後
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
民
間
企
業
と
も
幅
広
く

連
携
し
、
島
嶼
国
の
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

供
を
呼
び
水
に
民
間
の
投
資
を
促

し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女
性
の

経
済
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
事
業

を
後
押
し
し
ま
す
。
J
I
C
A
は

各
国
の
開
発
金
融
機
関
と
と
も
に
、

途
上
国
の
女
性
た
ち
の
活
躍
に
向

け
た
支
援
を
い
っ
そ
う
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

地域の“思い”が形になる
観光開発を目指したい

い
、
そ
の
魅
力
を

体
感
し
て
ほ
し
い
。

私
も
J
I
C
A
の

職
員
と
し
て
、
現

地
の
取
り
組
み
と

雇
用
創
出
に
よ
い

イ
ン
プ
ッ
ト
が
与

え
ら
れ
る
よ
う
、

努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

か
ら
は
、
輸
送
手
段
や
機
材
、
人

材
な
ど
の
不
足
と
い
っ
た
問
題
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
支

援
は
同
調
整
委
員
会
か
ら
の
緊
急

の
要
請
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　

無
償
提
供
さ
れ
た
迅
速
診
断

キ
ッ
ト
は
、
ザ
ン
ビ
ア
で
実
施
中

の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研

究
成
果
を
活
用
し
、
北
海
道
大
学

日本での研修に参加したドミニカ共和
国の政府職員らと久保さん（後列右か
ら2人目）。能登半島をめぐり地域に根
ざした取り組みの実例を学んだ

カカオ生産者より収穫工程の説明を受ける
久保さん（右から2人目）。カカオ製品の購入
を促すアクティビティの一つ

＊
太
陽
電
池
や
風
力
発
電
機
、水
力
発
電
機

な
ど
異
な
っ
た
種
類
の
発
電
機
を
組
み
合
わ

せ
た
発
電
シ
ス
テ
ム

教
授
の
高
田
礼
人
さ
ん
と
デ
ン
カ

生
研
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
を

通
じ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

特
別
な
器
具
を
必
要
と
せ
ず
約
15

分
で
検
査
結
果
が
判
明
す
る
た
め
、

感
染
患
者
の
診
断
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

太平洋島
と う

嶼
し ょ

国と日本の協力が培う信頼関係01

＊写真はイメージです
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上から:仏教グッズ、「マニ
車」を回して祈るおっちゃ
ん。／現地でなかよくなり、
家に泊めてもらったなかよし
家族。／「五体投地」とい
う礼法で、生きとし生けるも
の、すべての幸せを祈る人
たち。／ダライ・ラマの法話
を聞きに来たチベットのお
坊さん。みんないい笑顔！

地
球
の
広
報・旅
人・エ
ッ
セ
イ
ス
ト

た
か
の
て
る
こ

Voice
45

　
世
界
を
ひ
と
り
旅
す
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
夢
を
叶
え
て

く
れ
る
〝
魔
法
の
ラ
ン
プ
〞
の
よ
う
な
存

在
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　
こ
の
世
で
一
番
お
っ
か
な
い
国
だ
と

思
っ
て
い
た
イ
ン
ド
を
旅
し
て
、
ガ
ン
ジ

ス
河
で
バ
タ
フ
ラ
イ
す
る
と
い
う
ア
ホ
な

夢
を
叶
え
た
り
、
ラ
テ
ン
な
生
き
方
に
あ

や
か
り
た
い
と
旅
し
た
キ
ュ
ー
バ
で
は
、

最
高
に
愉
快
な
ア
ミ
ー
ゴ
（
友
だ
ち
）
も

で
き
た
。

　
日
常
と
い
う
長
期
ス
パ
ン
で
は
む
ず
か

し
く
と
も
、
短
期
決
戦
の
旅
先
で
は
目
的

に
対
し
て
気
持
ち
が
ま
っ
し
ぐ
ら
だ
か
ら
、

そ
の
と
き
「
自
分
が
欲
し
て
い
る
も
の
」

が
手
に
入
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ

て
い
る
大
人
数
の
ツ
ア
ー
で
は
現
地
で
の

出
会
い
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
の
、
無

限
大
に
自
由
な
ひ
と
り
旅
で
は
、
自
分
の

求
め
る
こ
と
が
現
実
に
な
る
の
だ
。

　
　
＊

　
　
　
　
＊

　
　
　
　
＊

　
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
憧
れ
て
、〝
リ
ト
ル
・

チ
ベ
ッ
ト
〞
と
称
さ
れ
る
北
イ
ン
ド
の
チ

ベ
ッ
ト
文
化
圏
「
ラ
ダ
ッ
ク
」
を
旅
し
た

と
き
の
こ
と
。

　
空
港
で
働
い
て
い
た
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、

チ
ョ
ズ
ン
と
な
か
よ
く
な
り
、
彼
女
の
親

戚
が
経
営
す
る
民
宿
に
泊
ま
っ
た
の
が
ご

縁
で
、
家
に
お
呼
ば
れ
し
て
夕
食
を
い
た

だ
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
急
に
夕
食
を

ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
も
い
い
の
!?
」「
大

家
族
だ
か
ら
、
ひ
と
り
ふ
た
り
増
え
て
も
、

たかのてるこ
世界65か国を駆ける旅人。神秘的なチ
ベット体験を綴った『ダライ・ラマに恋して』、
『ガンジス河でバタフライ』、『純情ヨーロッ
パ』など、著書多数。全国での講演、メディ
ア出演、大学講師など、幅広く活動中。
www.takanoteruko.com

『生きるって、なに？』
たかのてるこ著
５４０円（税込）
ジュンク堂＆丸善書店、
送料無料のネット書店
「honto」で発売中

ラ
マ
に
会
え
ま
す
よ
う
に
♡
』
と
お
祈
り

し
た
後
、
世
界
の
平
和
も
祈
っ
て
る
ん
だ

け
ど
ね
」
と
言
う
と
、
カ
ル
マ
が
言
う
。

「
自
分
の
願
い
ご
と
を
す
る
必
要
は
な
い

よ
。
世
界
の
平
和
に
は
、
君
の
こ
と
も
含

ま
れ
て
る
ん
だ
。
世
界
が
平
和
に
な
れ
ば
、

君
も
自
動
的
に
幸
せ
に
な
る
の
に
、
ど
う

し
て
自
分
ひ
と
り
だ
け
幸
せ
に
な
ろ
う
と

す
る
ん
だ
い
？

　
君
の
幸
せ
と
世
界
中
の

人
の
幸
せ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」

と
言
わ
れ
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
ぼ
た
ぼ
た

落
ち
る
。

　
私
が
ひ
と
り
で
は
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
に
、
他
の
人
だ
っ
て
自

分
ひ
と
り
で
は
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
私
の
幸
せ
は
、
他
の
人
の
幸
せ

と
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
る
！

　
と
腹
の

底
か
ら
思
っ
た
の
だ
。

　
ふ
だ
ん
の
私
は
、

自
分
で
畑
を
耕
さ
な

く
て
も
、
料
理
を
作

ら
な
く
て
も
、
ス
ー

パ
ー
と
コ
ン
ビ
ニ
さ

え
あ
れ
ば
生
き
て
い

け
る
。
で
も
、
も
し

か
し
た
ら
私
の
生
き

て
い
る
世
界
は
、
自

分
た
ち
で
欲
望
を
懸

命
に
作
り
出
し
て
、

そ
れ
に
懸
命
に
応
え

よ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
だ
け
な
の
か
も
し

れ
な
い
な
ぁ
と
思
え

て
く
る
。
何
も
か
も

ど
う
っ
て
こ
と
な
い
わ
よ
〜
」
と
チ
ョ
ズ

ン
は
に
っ
こ
り
。
家
族
を
何
よ
り
も
大
事

に
し
て
い
る
ラ
ダ
ッ
ク
の
人
た
ち
と
過
ご

し
て
い
る
と
、
日
本
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
大
家
族
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
ラ
ダ
ッ
ク
に
は
本
当
に
モ
ノ
が
な
く
、

肉
も
魚
も
野
菜
の
種
類
も
少
な
く
、
高
地

な
の
で
空
気
も
薄
く
酸
素
も
足
り
な
い
の

だ
が
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
だ
け
は
め

ち
ゃ
め
ち
ゃ
濃
い
。
そ
し
て
、
す
べ
て
が

ナ
イ
ナ
イ
づ
く
し
で
も
、
自
分
た
ち
の
口

に
入
れ
る
物
は
、
食
べ
物
も
薬
も
す
べ
て

手
作
り
。
そ
ん
な
彼
ら
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
て
い
る
と
、
心
の
底
か
ら
安
ら
い
で

い
る
自
分
が
い
た
。

　
そ
の
後
、
私
は
自
分
の
願
い
ご
と
を
す

る
の
を
や
め
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の

幸
せ
を
祈
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

現
地
で
〝
前
世
を
覚
え
て
い
る
少
女
〞
と

巡
り
会
い
、そ
の
少
女
の
前
世
の
家
族（
！
）

に
も
会
え
て
、
旅
の
最
後
に
は
北
イ
ン
ド

の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
で
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
面

会
で
き
る
と
い
う
奇
跡
ま
で
起
き
た
の
だ
。

　
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
を
旅
し
て
以
来
、
彼

ら
の
て
い
ね
い
な
暮
ら
し
に
影
響
さ
れ
、

食
事
は
な
る
べ
く
手
作
り
す
る
よ
う
に
な

り
、
友
だ
ち
や
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
大

事
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
会
社
を
辞
め
て
独
立
し
た
後
は
、
大
学

で
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
奨
学
金
の
返
済

に
苦
し
む
教
え
子
か
ら
「
生
き
る
意
味
が

分
か
ら
な
い
」
と
打
ち
明
け
ら
れ
、
彼
の

心
に
前
向
き
な
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
よ

う
な
文
章
が
書
き
た
い
と
思
っ
た
私
は
、

『
生
き
る
っ
て
、
な
に
？
』
と
い
う
本
を

自
費
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
。
大
ヒ
ッ
ト

し
た
ら
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
を
作
り
、

「
教
育
に
お
金
の
か
か
ら
な
い
世
界
」
を

作
り
た
い
と
い
う
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
。

　
毎
年
、
正
月
に
な
る
と
、
大
勢
の
人
が

初
詣
に
行
く
け
れ
ど
、
だ
れ
も
が
自
分
の

願
い
ご
と
で
は
な
く
、
生
き
と
し
生
け
る

も
の
の
た
め
に
祈
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
な
ぁ
と
思
う
。
世
界
中
の
人
が
そ
う
祈

る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
世
界
に
平
和
が

訪
れ
る
と
思
う
か
ら
だ
。

旅の最後、面会できた憧れのダライ・ラマと。その物腰の柔らかさ、純真な
ほほえみ。お話をお聞きすると、自分の小ささが恥ずかしくなってくるほど！

仲良くなったチョズン＆息子さん。
家におじゃますると、暖炉に薪をく
べて、家族みんなで団欒。時間が
ゆるやかに流れるラダック

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、

す
べ
て
の
幸
せ
を

祈
る
人
た
ち

が
少
な
い
け
れ
ど
、
あ
る
も
の
を
大
事
に

し
て
、
家
族
や
友
だ
ち
と
過
ご
す
時
間
が

た
っ
ぷ
り
あ
る
彼
ら
の
方
が
、
私
よ
り
も

は
る
か
に
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
る
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。

　
あ
る
と
き
、
お
寺
巡
り
中
に
出
会
っ
た

現
地
の
人
た
ち
に
「
何
を
祈
っ
た
の
？
」

と
聞
く
と
、
み
な
が
口
を
そ
ろ
え
て
「
も

ち
ろ
ん
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
す
べ

て
の
幸
せ
だ
よ
」
と
言
う
の
で
衝
撃
を
受

け
て
し
ま
っ
た
。仏
教
の
ベ
ー
ス
で
あ
る〝
輪

廻
転
生
〞
を
信
じ
る
彼
ら
は
、「
人
」
限
定

で
幸
せ
を
祈
る
こ
と
が
な
く
、
自
分
自
身
の

お
願
い
ご
と
も
し
な
い
と
い
う
の
だ
。

　
現
地
で
意
気
投
合
し
た
学
校
の
先
生
、

カ
ル
マ
に
、「
私
も
、『
大
好
き
な
ダ
ラ
イ
・

※「Voice」の内容は、筆者の個人的見解に基づいています27  July 2018 26July 2018



アルゼンチン・メンドーサ州で行われているワインツーリズ
ムの様子。奥にはブドウ畑が広がっている（写真提供：
UNWTO）

外務省国際協力局専門機関室
外交実務研究員

内山 訓嘉

ココシリ
「こ

・

こ
・

が知
・

り
・

たい」。国際協力に関係する政策を
外務省の担当者が分かりやすく解説します。

うちやま くによし
2011年、神戸市役所に入庁。西区保健福祉部保護課で保健福
祉業務を担当。13年、参議院事務局に移り、議事部議案課での
勤務を経て、16年7月より外務省に出向。現在、観光、道路交通、
海上交通などを担当。

第102回二科展デザイン部外務大臣
賞中山未晴（写真提供：一般社団法人
二科会デザイン部）

UNWTOリファイ前事務局長（前列中央）は、「雪と文化の世界観光会議」の前年に
も山形県を訪問。酒田市の相馬楼で日本文化を体験し、東北地方の観光振興を
アピールした（写真提供：ANA総合研究所）

「国連世界観光機関（UNWTO）」ってなんですか？海外で最近注目の観光開発は？

日本ではどんな      取り組みを行っていますか？

ペトラ遺跡の魅力をアップ

　UNWTOは、持続可能な観光を通じて
世界中の人々がおたがいを理解し合い、
平和や繁栄に寄与することを目的とした
国連専門機関です。1975年に発足し、
活動の広がりに伴い2003年に国連の
専門機関となりました。本部はスペイン
のマドリードに置かれています。
　17年9月時点では、158か国、6地域、
オブザーバー2地域が加盟していて、賛
助加盟員として民間企業や学術機関な

ども加盟できることが特徴です。日本か
らは観光関係団体、旅行会社、航空会
社、大学など17団体が参加しています。
　日本にはUNWTO唯一の地域事務所
である駐日事務所（本部：奈良、支部：
東京）が設置されていて、アジア・太平
洋地域におけるUNWTO本部の活動を
支援しています。駐日事務所、賛助加
盟員と観光庁・外務省との産学官が連
携してUNWTOの活動を推進しています。

　日本では外国人旅行者の大幅な増
加により観光業に注目が集まっています
が、観光業に期待しているのは途上国
も同じです。自国の歴史や自然、文化、
遺産などを活用できる観光業は、目立っ
た産業がなく資源や人材も少ない国に
とっても、経済活性化の手段として有効
と考えられています。

　UNWTOが進める持続可能な観光は、
ただ単に観光客を誘致するというもので
はありません。地域の人たちが担い手と
なり、地域経済や自然、文化の持続を
目標とする観光のあり方です。
　日本国内でこの考え方を知ってもらう
ため、国連が定めた「持続可能な国際
観光年」であった2017年には、ハロー
キティが国際年の特別大使に就任し、
国際年のメッセージ「Travel. Enjoy. 

Respect. = 旅して、楽しんで、感謝する」
をオリジナル映像で発信しました。加え
て、伝統ある絵画展の二科展デザイン
部では「持続可能な観光国際年」を
テーマとしたポスター展を開催し、好評

を博しました。
　持続可能な観光の考え方に基づき
日本で行われている観光開発の一つが、
スノーカルチャーツーリズムです。雪を観
光資源ととらえ、雪国ならではの文化や
食の魅力を発信・体験できるプログラム
の開発に取り組んでいます。今年2月
には山形県で「雪と文化の世界観光
会議」が開かれ、およそ30の国と地域
から約300人が参加しました。新しい観
光資源の発掘、雪国文化の再発見と
同時に、相対的に外国人観光客が少
ない東北地方への観光客誘致にもつ
ながると期待されています。

　UNWTOでは、スノーカルチャーツーリ
ズムだけではなく、ガストロノミーツーリズ
ム（地域の食文化を知り、体験する観
光）などにも力を入れています。今、注目
されているのがアルゼンチンのワイン
ツーリズムです。
　アルゼンチンはワイン新興国ですが、
その生産量は世界5位で、品質の高さ
でも世界中の人を魅了しています。一
方で、地元経済には必ずしもその恩恵
が行き届いていませんでした。そうした
土地の魅力を知ってもらうことで経済を
活性化させようと、ブドウ畑が広がるアコ
ンカグア山麓のメンドーサ州で、ワイン
ツーリズムを経済活性化の柱とする取り
組みが行われました。観光客がワイナ
リーを巡りテイスティングを楽しむだけで

なく、ワインを中心としたメンドーサの歴
史や文化を「ストーリー」としてまるごと
体験できるようにしたのです。地元料理
や特産品のアンズやナッツと一緒にワイ
ンを味わうこと、ワインに根ざした地元文
化を紹介する博物館やギャラリーの見
学、料理教室の開催、ブドウ摘みなど、
地元を体験できるプラスアルファのアク
ティビティが企画されました。観光客に
ワインを味わってもらうだけでなく、メン
ドーサの「ストーリー」を体験してもらうこ
とで、さまざまな分野の雇用が増え、地
域経済の活性化につながりました。こう
した持続可能な観光は、どんな国や地
域でも、これからの観光の主流となって
いくと感じています。

　ローマ時代やオスマン時代の文化遺産、死海
をはじめとする自然景観に恵まれたヨルダンでは、
観光が外貨獲得の主要産業であり、雇用の創出
源となっています。この国が誇る世界遺産の一
つ、ペトラ遺跡には年間60万人以上の観光客が
訪れています。しかし、発掘された遺物を適切な
形で保存・展示し、観光客や地域住民に遺跡を
体系的に紹介する施設が整備されていません。ま
た、遺跡以外に観光客をひきつける地域環境の
整備が不十分な点も課題となっています。
　そこで日本は、一般文化無償資金協力「ペト
ラ博物館建設計画」により、同遺跡の玄関口に
遺跡の博物館を建設する支援を行っています。ま

た、技術協力「コミュニティ重視型のペトラ地域
観光開発プロジェクト」により、同博物館の運営
や観光サイトマップの作成をはじめとする、ペトラ
地域の総合的な開発に携わる人材育成を目的と
したソフト面での支援を実施しています。
　この二つのプロジェクトを通じて、同遺跡を中心
とした文化遺産の適切な保存・活用と地域全体
の観光開発の実現、同地域の持続的かつ自立
的な発展に向けて協力しています。
　このように、日本によるペトラ地域での観光開
発協力は、文化遺産保護などのために整備された
施設が、観光促進のためにも十分に活用されるよ
うにソフト面での支援を併せて実施することで、真

に効果的な協力となることを目指しています。
（在ヨルダン日本国大使館 二等書記官 村田直也）

A1

A2

A3

Q1Q3

Q2

Message from Jordan

テーマ
持続可能な観光

技術協力プロジェクトの一環として、ペトラ遺跡のビジ
ターセンターで観光客や地元の子どもたちにナバタイ
土器の文様を描く体験教室を開催

国連世界観光機関（UNWTO）は、
持続可能な観光を推進している。1

UNWTOには、国や地域だけでなく、UNWTOが目指す目的、
方向性に賛同する民間企業、学術機関なども参加している。2

地域の自然、歴史、文化、食などを尊重し、地元も恩恵を受ける
観光の発展を目指している。3

POINT
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キバレ・フォレスト国立公園のチンパンジー

真
珠
の
恵
み
を

明
日
への
布
石
に
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ブウィンディ原生国立公園のポーターの仕事。トレッキ
ングではツーリストの荷物を担ぎ、坂道では手を引き、川
を渡る際は川に入り、ツーリストに肩を貸したりする。こ
の日は前日の雨で橋が使えず、即席の橋を渡った

クイーン・エリザベス国立公園。
観光客を受け入れている村落で

首都カンパラのナカセロ市場。庶民の台所

ごちそうになったピラウ。
ネリカ米の栽培にも取り組みたいと意欲的だ

ミレット（雑穀）の地元料理を披露してくれた。
文化交流には最適

ただいま赤道を越えるところ。ウガンダは赤道直下の国

カヌング県のスタディツアーに期待をかけて新築している家。
ソーラー発電も設置予定
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角が巨大なアンコーレ牛。性格は穏やかで、この牧場では乳搾りなどが体験できる。
ウガンダ西部のみに生息する純粋な種で、

地元では観光客の誘致の目玉にしたいと期待している　
ア
フ
リ
カ
東
部
に
位
置
す
る
ウ
ガ
ン
ダ
を
、
イ

ギ
リ
ス
の
名
宰
相
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル

は
「
ア
フ
リ
カ
の
真
珠
」
と
称
え
た
。
世
界
第
3

位
の
面
積
の
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
や
見
渡
す
か
ぎ
り
の

サ
バ
ン
ナ
、
標
高
5
1
0
9
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
が

万
年
雪
に
覆
わ
れ
、
古
代
よ
り
「
月
の
山
」
と
呼

ば
れ
る
ル
ウ
ェ
ン
ゾ
リ
山
地
（
世
界
遺
産
）、
キ

バ
レ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
国
立
公
園
や
ブ
ウ
ィ
ン
デ
ィ

原
生
国
立
公
園
（
世
界
遺
産
）
の
熱
帯
雨
林
な
ど

の
豊
か
な
自
然
を
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
驚
愕
と
敬
意

を
込
め
て
「
真
珠
」
と
形
容
し
た
の
だ
ろ
う
。
大

自
然
の
宝
庫
の
ウ
ガ
ン
ダ
は
ア
フ
リ
カ
屈
指
の
観

光
地
で
、
私
は
、
本
年
2
月
末
に
「
真
珠
」
を
満

喫
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

＊
　
＊

　
＊

　
ウ
ガ
ン
ダ
は
、
1
9
8
0
年
代
中
頃
に
政
治
混

乱
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
現
在
は
平
穏
な
国
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
経
済
は
堅
調
に
発
展
し
、
生
活

水
準
は
上
が
り
、
街
は
と
て
も
活
気
が
あ
る
。
空

の
玄
関
口
、
エ
ン
テ
ベ
国
際
空
港
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
最
中
だ
っ
た
。
各
国
か
ら
の
投
資
や
企
業
進

出
も
盛
ん
に
な
り
、
か
つ
て
の
空
港
の
規
模
で
は

手
狭
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
観
光
の
定
番
地
、
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ

ザ
ベ
ス
国
立
公
園
の
雄
大
さ
に
は
息
を
呑
ん
だ
。

ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
で
い
と
も
簡
単
に
遭
遇
す
る
ゾ

ウ
や
カ
バ
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
野
生
動
物
は

圧
巻
で
あ
る
。
キ
バ
レ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
国
立
公
園

で
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
、
ブ
ウ
ィ
ン
デ
ィ
原
生
国

　
多
民
族
国
家
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
全
国
一
律
に

通
用
す
る
言
語
が
な
く
、
民
族
語
は
地
元
か
同
胞

の
間
で
し
か
通
じ
な
い
。
公
用
語
は
英
語
だ
が
、

学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
習
得
は
難
し
い
。
英
語
の

習
得
は
、
将
来
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
欠
か
せ
な

い
鍵
で
あ
り
、
観
光
の
促
進
は
、
若
者
の
明
日
へ

の
希
望
や
、
地
元
の
生
活
水
準
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
国
立
公
園
内
の
村

落
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
も
今
後
注
目
さ
れ
る
。

　
現
地
で
お
世
話
に
な
っ
た
ウ
ガ
ン
ダ
人
の
お
宅

に
お
じ
ゃ
ま
し
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
西
部
の
カ
ヌ
ン
グ

県
に
あ
り
、
街
か
ら
少
し
遠
い
村
で
、
新
居
を
建

築
中
だ
っ
た
。
部
屋
が
多
い
の
は
、
ツ
ー
リ
ス
ト

を
受
け
入
れ
た
い
か
ら
だ
と
の
こ
と
。
ウ
ガ
ン
ダ

の
一
般
家
庭
に
泊
ま
り
、
地
元
料
理
や
伝
統
・
文

化
を
学
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

彼
は
期
待
し
て
い
る
。
国
際
交
流
や
文
化
交
流
に

は
最
適
で
、
産
業
の
乏
し
い
地
方
部
で
は
新
し
い

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
興
味
深
い
試
み
だ
。

　
豊
か
な
自
然
と
い
う
「
ア
フ
リ
カ
の
真
珠
」
の

恵
み
が
明
日
へ
の
布
石
に
結
び
つ
く
。
険
し
い
山

地
で
さ
え
段
々
畑
と
し
て
活
用
す
る
勤
勉
さ
と
、

笑
み
を
絶
や
さ
ぬ
穏
や
か
な
人
柄
の
ウ
ガ
ン
ダ
人

の
努
力
を
応
援
し
た
く
な
っ
た
。

立
公
園
で
は
ゴ
リ
ラ
に
出
合
っ
た
。
熟
練
の
パ
ー

ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
公
園
ス
タ
ッ
フ
の
円
滑
な
仕
事

ぶ
り
に
、
彼
ら
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
だ
と
感
服
し
た
。
日
本
出
発
前
に
、
ウ

ガ
ン
ダ
政
府
も
観
光
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
た
。
6
日
間
の
滞
在
中
、
一
度
も
停
電

に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
強
調
し
た
い
。
弱

点
だ
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
順
調
で
、
ま
す
ま
す

観
光
産
業
の
充
実
と
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ツ
ー
リ
ス
ト
誘
致
は
地
元
の
雇
用
を
生
み
出
す
。

ブ
ウ
ィ
ン
デ
ィ
原
生
国
立
公
園
で
は
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
元
の
人
を
雇
っ
た
。

山
道
に
付
き
添
い
、
荷
物
を
担
い
で
く
れ
る
の
は

大
助
か
り
だ
。
私
の
若
い
ポ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
お

金
を
学
費
の
足
し
に
し
て
、
学
業
を
継
続
し
た
い

と
望
ん
で
い
た
。「
英
語
を
も
っ
と
覚
え
な
い
と
」

と
彼
は
は
に
か
ん
だ
。
ま
だ
高
校
生
ぐ
ら
い
の
年

齢
だ
ろ
う
。
学
費
が
払
え
ず
休
学
し
て
い
て
、
復

学
し
た
い
の
か
。

木
下
貴
史（
き
の
し
た
た
か
し
）

神
奈
川
県
川
崎
市
生
ま
れ
。東
海
大
学
文
学
部
卒
業
後
、会
社
員
を
経

て
、フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
道
に
進
む
。ア
フ
リ
カ
取
材
に
力
を
入
れ
、

1
か
月
歩
き
回
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
を
は
じ
め
、訪
れ
た
国
は
13
か
国
。

近
年
は
ネ
ル
ソ
ン・マ
ン
デ
ラ
の
足
跡
の
地
を
丹
念
に
追
っ
て
い
る
。目

に
つ
き
や
す
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ア
フ
リ
カ
の
み
で
は
な
く
、さ
さ
や
か
な

一
歩
で
も
懸
命
な
ア
フ
リ
カ
を
取
材
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
検
索 ﹇
木
下
貴
史
﹈

ウガンダ共和国

クイーン・エリザベス国立公園のボートクルーズ・サファリにて ブウィンディ原生国立公園のゴリラ

キバレ・フォレスト国立公園。チンパンジー・トレックのパーク
レンジャーは熱帯雨林の知識も豊富だ
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イチオシ！
新着 情 報

©外山慎一郎（日本）『CRYSTAL』、2016年入賞作品

コンテストの詳細は
公式ホームページで
ご確認ください。

阿部玲子 著
佐伯印刷

1,620円（税込）

募集期間：2018年8月20日（月）まで
結果発表は10月24日（水）の国連デー
前後を予定
応募資格：大学生・短大生・大学院生・
専門学校生、および高校生（日本で学
ぶ外国籍の学生・生徒を含む）＊応募
は日本国内で撮影された写真に限る。
主催：国連広報センター、上智大学

アフリカの魅力を知ってもらおうと、新宿中央公園で3日間にわ
たってフェスティバルが開かれる。アフリカ各地の料理が味わえる
フードコートや、カラフルな布や服、民芸品など多種多様なアフリ
カ雑貨が並ぶバザール、伝統的な打楽器「ジェンベ」を習えるワー
クショップなど、盛りだくさんの催しでアフリカの伝統と文化を存分
に体験できる。毎年恒例のライブステージ・パフォーマンスにはア
フリカンミュージックとダンスのアーティストたちが大集結！　パワフ
ルな生演奏は必見だ。知らない国の文化に触れるのはいつだって
エキサイティングなこと。家族や友人とアフリカの魅力を発見しに
出かけてみてはいかが。

リュミエール兄弟の『工場の出口』にはじまり『メトロポリス』や『モ
ダン・タイムス』など、映画は絶えず人が生きて働くことの意味を問い
続けてきた。本作もまた、人と機械をめぐる関係を重厚なリアリズム
で描き、第三世界の過酷な現実へと観る者を引きずり込んでいく。
舞台はインド北西部にある巨大な繊維工場。内部に入っていくカメ
ラがとらえるのは、劣悪な環境で働く労働者たちの姿だ。グローバル
経済の下、幼い子どもたちすら巻き込む労使の不平等、前近代的な
労働の実態を告発する一方で、黙 と々働く彼らの様子を淡 と々つな
いだ画面には、触れてはならないような静

せい

謐
ひつ

な美しさが漂う。「記録」
と「芸術」の境界を横断する新鋭、ラーフル・ジャインの問題作。

経済成長にともなう都市化が進むインドでは、自家用車の急速な
普及により交通渋滞や大気汚染などの問題が発生している。その
対策の要となるのが、都市部と郊外をつなぐ地下鉄（メトロ）の整
備だ。インド政府は1997年に日本の協力で始まったデリーメトロの
整備を皮切りに、バンガロールやコルカタといった都市部でメトロの
整備を進めている。本書の著者、阿部玲子は、プロジェクトの推進
と統括を担う土木コンサルタントとしてインド各地の工事現場を担
当。作業員が裸足で歩き回り、工期が当たり前のように遅れる規
律を欠いた現場を、知恵と工夫を凝らして改善してきた。「女性に
務まるわけがない」という
周囲の不信を強いリーダー
シップで乗り越え、着実に
インドの人々の信頼を勝ち
取っていった奮闘の日々
が、豊富なエピソードととも
に綴られている。

テーマは「身近なところから持続可能な開発目標を考え、写真で発信
し、多くの人たちと共有する」こと。3回目となる今年から高校生も対
象となった。募集しているのは、17あるSDGsのゴールの一つをテーマ
にした、ジャーナリスティックな報道写真や達成に向けた思いを表現
したクリエイティブな作品。足元の課題の解決にはどうしたらいいの
か、これからの社会を形づくる目標の達成に、私たちは行動や考え方
をどのように変えていけばいいのか、また、どうすれば友人、家族、コ
ミュニティにSDGsを知ってもらい、行動を促すことができるのか――
世界を変えるアイデアを写真に込めて、コンテストに応募しよう。

CONTEST

『人間機械』 『マダム、これが俺たちのメトロだ！

『持続可能な開発目標（SDGs）
学生フォトコンテスト2018』

巨大繊維工場の"機械たち"の姿。
許しがたい現実の、美しい記録映画

インドで地下鉄整備に挑む
女性土木技術者の奮闘記』

撮ってみよう！　日本で見つけたSDGs

BOOK

この本を
1名様にプレゼント

▼
詳細はp.38へ

EVENT

『アフリカヘリテイジフェスティバル in 東京』
アフリカのパワフルな魅力が詰まった3日間

2016年／インド、ドイツ、フィンランド／71分
監督：ラーフル・ジャイン
公開：2018年7月下旬、渋谷ユーロス
ペースほかで全国順次ロードショー
http://www.ivc-tokyo.co.jp/
ningenkikai/

会期：
7月14日（土）、15日（日）、16日（月・祝）
10:00～21:00（最終日は17:30まで）
会場：新宿中央公園・水の広場（東京都）
問い合わせ：アフリカヘリテイジコミティー
TEL：045-479-2275
http://africah.web.fc2.com/

© 2016 JANN PICTURES, PALLAS FILM, IV FILMS LTD

MOVIE

もっと 地球ギャラリー

ライオンのフラビア
 フラビアは「よこはま動物園ズーラ

シア」の人気者。2015年にウガ
ンダからやって来た、人懐っこい雌のラ
イオンだ。実は彼女、日本のライオンた
ちの未来にとってとても貴重な存在なの
だという。動物園には希少な動物を保全
し次の世代に伝えるという大きな使命が
ある。そのためには遺伝的な多様性を
保っていかなければならないが、日本で
は長いこと海外からライオンの個体導入
が行われていなかった。国内のライオン
を健全に保全していくために、フラビア
の血統は期待されているのだ。
　来日が実現した背景には、ズーラシア
を管理する（公財）横浜市緑の協会と、

ウガンダ野生生物保全教育センター
（UWEC）の長年の協力関係がある。緑
の協会は2008年から9年間にわたって
JICAとともにUWECの保全事業に協力し、
飼育から運営にいたるまで幅広い技術
支援を行った。UWECの取り組みは大き
く前進したという。フラビアはその取り組
みの証しでもある。
　現在も密猟や環境破壊など、さまざま
な理由からアフリカの野生動物は減少し
ている。動物園で動物たちの魅力に触
れることは、楽しいのはもちろん、彼らの
保全を考える一つの大きな入り口にもな
る。フラビアもきっと、多くの人たちと出会
えるのを待っているのではないだろうか。

ウガンダ西部にも生息するチンパンジー。熱帯雨林を再現した展
示場には10ｍを超える高さの木々が茂り、樹上生活を営む彼らの
自然な姿を見ることができる

サバンナゾーンで見つけたマスクとネムの木。気候・地域によって
8つのゾーンに分けられた園内は、文化的な意匠や植栽による演
出が楽しい

東アフリカの風景を再現した
草原エリア。広 と々した景色を
チーターやキリンが横切り、サ
バンナの雰囲気を楽しめる

写真⃝鈴木勝　文⃝大谷徹（編集部）

日本で発見！

よこはま動物園ズーラシア
横浜市旭区上白根町1175-1
開園時間：9:30～16:30（入園は16:00まで）
休園日：火曜（祝日の場合は開園し、翌水曜休園）、
12/29～1/1 ＊臨時開園あり
TEL：045-959-1000
http://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/zoorasia/
動物展示・イベントの予定はホームページでご確認ください。

ウガンダから
来た
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バナナの茎から繊維を取り出し、バナナペーパーを作
る村の女性たち。手漉き作業だから素朴で温かな味
わいが生まれる

ンコール遺跡群の観光拠点、
シェムリアップで見つけたポーチ
や財布、名刺入れ。ナチュラル

な風合いに思わず手にとってしまう。素材
は、バナナの茎の繊維を独自の加工で破
れにくく仕上げた手作りのバナナペーパー
「Ashi（亜紙）」。作っているのは、シェムリ
アップから約25キロ離れたアンルンピー村
の女性たちだ。
　実はこの村、豊かな田園地帯だったが
2000年頃よりアンコールワットやシェムリ
アップからごみが運ばれ、「ごみ山」として
有名になっていた。カンボジアが好きで移
住していた山勢拓弥さんはそれを目の当た
りにし、ごみ集積所で働く人たちのために
仕事と教育の場をつくりたいと考えた。しか
し、どんな事業ができるだろうか?　悩んで
いたところ、アフリカでバナナペーパー作り
を経験していた人を紹介され、それをカンボ
ジアで事業化するために Kumaeを立ち上
げた。「マーケットとしては小さいですが、エ
コで地球にやさしい素材という評判が広
がって、認知されるようになってきました」。
　バナナペーパーを作るようになって村の

MONO語り

  ア

人たちは健康的な生活に戻り、お化粧をし
たり、恋愛をしたり、普通の人間的な暮らし
ができるようになっている。「ごみ山で働か
なくていいのはうれしい」「私の子どもたち
が大きくなったときにも、この仕事を受け継
いでほしい」などという言葉が山勢さんの
励みになっている。「これからは、バナナの
繊維で布を作ってみたいです」と山勢さん
の夢は広がる。

商品の購入はKumaeHPまで▶http://kumae.net/

バ
ナ
ナ
の
繊
維
が

丈
夫
な
紙
に

大
変
身

文
⃝
久
島
玲
子（
編
集
部
）

Vol.117  カンボジア

柄も豊富な「Ashi」のポーチ。シェムリアップに2店舗ある
Kumaeの直営店をはじめ複数のお店に置かれている

カンボジア

シェムリアップ

申込方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・
電話番号・ご希望の送付期間・送
付開始月号を明記の上、指定の金
額（送料＋手数料）を郵便局でお
支払いください。入金の確認後、発
送の手配をいたします。入金から1
週間程度かかることもありますので
ご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーを
ご希望の場合は送料が異なります

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25 二番町センタービル
TEL：03-5226-9781　FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。
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JICAでは本誌に対するご意見やご感想、またJICAへのご質問を募集していま
す。巻末のアンケートはがき、Eメール、またはファクスに、下記項目を明記して
お送りください。
⃝氏名　⃝住所　⃝電話番号　⃝年齢　⃝性別　⃝職業
⃝本誌を入手した場所　⃝面白かった記事
⃝本誌へのご意見・ご感想　⃝JICAへのご意見・ご質問
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Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp
FAX：03-3524-9675（『mundi』編集部宛て）

2018年7月号のプレゼント
① ベトナムのお土産。 オレンジ農家が作った芳香剤 4名様（p.11参照）
② ベトナム観光総局のフォトフレーム（切手付き）と
　 ビズップ・ヌイバ国立公園のポストカード 2名様
③書籍『マダム、これが俺たちのメトロだ！』1名様（p.37参照）

②

③

ので、下記までお問い合わせください。

申込先：株式会社 木楽舎　編集企画室（発送代行）
住所：〒104-0044　東京都中央区明石町11-15 ミキジ明石町ビル6F
TEL：03-3524-9572　FAX：03-3524-9675
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

本誌をご希望の場合は
下記方法で
お申し込みください本誌へのご意見・ご感想や

JICAへのご質問をお寄せください。

◎応募締め切り：2018年8月15日

食料の安定確保は依然として多くの開発途上国の課題ですが、市場
指向型の「売れる農業」の重要性も増しています。農産業に新しい価
値を与えるフードバリューチェーンの視点から、農業支援の現場をご紹
介します。

次号予告（2018年8月1日発行予定）
8月号 特集 フードバリューチェーン

『mundi』バックナンバーはJICAホームページでご覧ください

http://www.jica.go.jp/publication/mundi

プレゼント
付き！

アンケートのお願い

　
関
東
地
方
で
は
梅
雨
明
け
が
待
た
れ
る
こ
の
頃
、
い

よ
い
よ
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
海
へ
、
山
へ
、

故
郷
へ
と
、
旅
の
計
画
を
前
に
ワ
ク
ワ
ク
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
観
光
」
が
旅
の
大
き
な
楽
し
み
で
あ
る
こ
と
は
国
内

で
も
海
外
で
も
同
じ
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
課
題

を
抱
え
る
開
発
途
上
国
で
は
、
観
光
分
野
に
多
く
の
財

政
資
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
旅
行
者
の

な
か
に
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
遠
路
は
る
ば
る

訪
れ
た
せ
っ
か
く
の
大
遺
跡
で
、
そ
の
保
存
状
態
や
見

せ
方
に
ガ
ッ
カ
リ
し
た
、
と
い
う
経
験
を
さ
れ
た
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
一
方
、
観
光
の
業
界
で
は
従
来
型
の
「
見
る
旅
」
か

ら
「
体
験
す
る
旅
」
へ
の
指
向
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
土
地
に
根
づ
く
自
然
や
文

化
資
源
の
あ
る
が
ま
ま
を
、
旅
行
者
自
ら
が
五
感
で
楽

し
む
こ
と
が
、
地
元
の
人
々
に
も
恩
恵
を
与
え
持
続
可

能
な
発
展
を
も
た
ら
す
―
―
そ
ん
な
好
循
環
を
途
上
国

で
も
実
践
し
て
い
け
る
よ
う
、
J
I
C
A
が
各
国
と
協

力
し
な
が
ら
奮
闘
す
る
姿
を
、
今
号
で
は
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
途
上
国
に
旅
を
さ
れ
る
方
は
、

観
光
は
も
と
よ
り
そ
れ
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も
「
そ

の
国
で
の
日
本
の
協
力
」
に
少
し
目
を
向
け
て
み
る
と
、

よ
り
印
象
的
な
旅
と
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。
そ
の

地
で
最
初
の
一
歩
を
踏
む
飛
行
場
か
ら
、
街
中
の
道
路

や
鉄
道
、
離
島
に
渡
る
港
の
埠
頭
な
ど
、
目
に
つ
き
や

す
い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
か
ら
、
地
方
の
農
村
の
振
興
、

学
校
校
舎
や
病
院
の
建
設
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
支
援

は
意
外
な
と
こ
ろ
に
ま
で
及
び
、
現
地
の
方
た
ち
の
役

に
立
ち
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
日
本

人
が
「
信
頼
で
世
界
を
つ
な
ぐ
」
J
I
C
A
の
現
場
に

触
れ
て
く
だ
さ
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

J
I
C
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
気
に
な
る
国
」

で
の
取
り
組
み
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
! 

広
報
室
広
報
課
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三
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広
報
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　映画の撮影で初めてベトナムを訪れ
ました。『クジラの島の忘れもの』という
映画です。仕事やプライベートで欧米を
含め10か国以上に渡航していますが、
ベトナムは初めてです。アジア圏ではイ
ンドネシアやバリ、タイを訪れたことがあ
り、料理が美味しい印象がありましたか
ら、ベトナムでも美味しいものに出合え
るのではと楽しみでした。撮影の合間を
ぬって、スタッフの皆さんと一緒にダナン
の町に出かけたときには、チェーという甘
く煮た豆や果物をのせたかき氷のような
スイーツに出合い感動 ！　地元の人た
ちでにぎわう、日本でいう居酒屋のよう
な大きな路面店で食事をし、活気あるベ
トナムの町を堪能しました。中でも町の
人たちのやさしさが印象に残っています。
町で出会った人たちは、微笑んで一緒
に写真を撮ってくれ、私が観光客であっ
たということを差し引いても親しくあたた
かく接してくれました。
　今回の映画で、森崎ウィンさん演じる
コア君は、日本で研修を受けるベトナム
人男性の役でした。誠実で、まっすぐな
青年を演じていますが、実際、ベトナム

でお会いした皆さんにも同じようなやさし
さを感じています。映画の中に、私が演
じた愛美の誕生日シーンがありますが、
撮影時、ベトナム人の出演者たちは、少
し人見知りの私に積極的に話しかけてく
れ「誕生日では先に願いごとを言うんだ
よ」「ベトナムでは食事の前に合掌はし
ないんだよ」など、文化や風習の違いを
教えてくれました。
　今年は日越国交45周年にあたり、こ
の映画もその記念作品として製作されま
した。昨年11月、ホーチミンから車で約
4時間かかるカントーという町で開かれた
日越国交45周年のイベント「越日経済・
文化交流フェスティバル」に参加しまし
た。歌があり、踊りがあり、私は映画を
紹介したり、アオザイを着たりと、町を挙
げての大きなイベントに素敵な経験をさ
せていただきました。お祭りに町中が盛
りあがる様子や町を流れる大きな川、町
にあふれる素朴な空気に、カントーほど
大きな町ではありませんが私の故郷、福
岡を思い出し、懐かしく感じました。また
カントーを流れる川には、大きなカントー
橋が架かっていました。日本が協力し架

けた橋だと教えていただき、日本とベトナ
ムのつながりを感じました。
　撮影で訪れたホイアンにある来遠橋

（日本橋）も日本とベトナムをつなぐ有名
な場所で、16世紀に日本人が架けたと
いわれています。映画の中でも登場しま
すが、ベトナムでも特に忘れられない場
所です。日本を思い出すだけでなく、どこ
か懐かしい、ホッとする素敵な場所――
とにかく、美しい場所でした。
　私は映画を通じて日本とベトナムのつ
ながりを知る機会をいただきました。次
は私が、今回得られた感動やベトナム
人の誠実で魅力的な人柄、美しい風景
を多くの方に伝えていきたいと思ってい
ます。

映画『クジラの島の忘れもの』は、夢をなくした女性と
夢を追いかけるベトナム人の青年が、運命に導かれ
るように出逢い、自然に惹かれ合い、そして国境を超
えて愛を貫く姿を描いたヒューマン・ラブストーリー。大
野いとさんは木元愛美役で出演した。写真上：ホイア
ンにある日本橋でのシーン／下:カントーで開かれたイ
ベントに参加した大野さん（写真中央）と参加者のみ
なさん

心に残る風景を
伝えていく
女優 大野いと

Ohno Ito

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」は、
開発途上国の現状について知り、
一人一人ができる国際協力を推進
していく市民参加型プロジェクトで
す。ウェブサイトやSNSを通じて、さま
ざまな国際協力の情報を発信してい
きます。

なんとかしなきゃ

vol.93

おおのいと
1995年、福岡県生まれ。ティーンズファッション誌

『Seventeen』専属モデルとして活動を開始。『高校デ
ビュー』（2011年／英勉監督）で映画デビューを主役で
飾る。以降、『愛と誠』（12年／三池崇史監督）から『兄
に愛されすぎて困ってます』（17年／河合勇人監督）、
本作品『クジラの島の忘れもの』（18年／牧野裕二監
督）などの話題作に出演。近年は舞台出演にも活動
の場を広げている。今年は『TANIZAKI TRIBUTE／悪魔』

（藤井道人監督）が公開され、2019年には主演映画
『燈火、風の盆』（坂下正尚監督）の公開が控える。


